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平
安
時
代
初
期
、
天
台
宗
の
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
／
七
六
七
―
八
二
二
）
と
法
相
宗
の
徳
一
（
生
没
年
未
詳
）
と
の
間
で
、
激
し
い
教
理
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
論
争
に
お
い
て
、
最
澄
は
『
照
権
実
鏡
』『
守
護
国
界
章
』『
通
六
九
証
破
比
量
文
』『
法
華
秀
句
』
と
い
っ
た
著
作
を
相
次
い
で
撰
述
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
最
澄

の
思
想
や
教
学
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
論
争
に
関
す
る
徳
一
の
著
作
は
そ
の
全
て
が
散
逸
し
て
お
り
、
彼
の
主
張
は
、
対
論

者
で
あ
っ
た
最
澄
や
後
世
の
人
師
に
よ
る
逸
文
の
引
用
を
通
じ
て
断
片
的
に
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
論
争
の
全
容
解
明
を
困
難
に
し
て
い
る
最
大
の
要
因
は
ま
さ

に
こ
の
点
に
あ
り
、
新
た
な
逸
文
や
資
料
の
発
見
が
い
ま
な
お
待
た
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
稿
の
主
題
で
あ
る
最
澄
の
『
決
権
実
論
』
も
、
こ
の
論
争
の
過
程
で
撰
述
さ
れ
た
一
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
最
澄
と
徳
一
の
論
難
の
往
復
を
経
て
成
立
し
た
著
作
で

あ
り
、
最
澄
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
論
争
に
つ
い
て
考
究
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
文
献
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
現
行
の
『
決
権
実
論
』
は
、
本
文
に
大
き
な
脱
落
の
あ
る
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
脱
落
は
現
行
テ
キ
ス

ト
の
底
本
の
段
階
で
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
『
伝
教
大
師
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
以
降
、
完
全
な
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く

研
究
は
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
筆
者
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
、
身
延
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
決
権
実
論
』
の
写
本
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
、
こ
の
写
本
が
現
行
テ
キ
ス

ト
の
脱
落
部
分
を
完
全
に
保
持
す
る
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
存
が
確
認
さ
れ
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
身
延
文
庫
所
蔵

身
延
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写
本
を
全
文
翻
刻
し
、
他
本
と
の
対
校
を
通
じ
て
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
現
存
諸
本
と
現
行
テ
キ
ス
ト

　
『
決
権
実
論
』
の
現
存
す
る
諸
本
に
つ
い
て
、『
国
書
総
目
録
』
に
は
六
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
は
こ
れ
ら
六
種
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
写
本
】

①
久
遠
寺
（
以
下
、
身
延
文
庫
本
）

［
現
所
蔵
］
身
延
文
庫

［
書
写
年
］�

不
明
（
十
五
世
紀
以
前
）　

本
書
の
表
紙
に
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」「
日
朝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
、

身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
法
主
）
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
写
年
代
は
十
五
世
紀
以
前
に
遡
る
こ
と
が
確
実
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

［
表　

紙
］
無
地
茶
色
表
紙　

外
題
打
付
書
（
墨
書
）「
決
権
実
論
」

［
法　

量
］
縦
二
八
・
五
㎝
×
横
一
九
・
九
㎝

［
丁　

数
］
仮
綴
装
、
本
文
墨
付
四
九
丁
（
見
返
し
本
文
共
紙
、
前
の
遊
紙
一
丁
・
後
の
遊
紙
二
丁
）

②
西
教
寺
正
教
蔵
（
元
久
三
写
）

所
在
不
明
。
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
に
は
、
宝
地
房
証
真
（
生
没
年
未
詳
、
一
三
世
紀
）
の
作
と
さ
れ
る
『
決
権
実
論
抄
』
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
外

題
に
は
「
決
権
実
論
」、
巻
末
に
は
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』
の
「
西
教
寺
正
教
蔵
（
元
久
三
写
）」
と
い
う
記
載
は
、

こ
の
写
本
を
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
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③
実
蔵
坊
真
如
蔵
（
以
下
、
真
如
蔵
本
）

［
現
所
蔵
］
叡
山
文
庫

［
書
写
年
］
不
明

［
表　

紙
］
無
地
青
色
表
紙　

外
題
打
付
書
（
朱
書
）「
決
権
実
論
全
」

［
法　

量
］
縦
二
六
・
五
㎝
×
横
一
八
・
七
㎝

［
丁　

数
］
袋
綴
装
、
本
文
墨
付
二
五
丁
（
見
返
し
本
文
共
紙
、
前
の
遊
紙
一
丁
）

【
版
本
】

④
寛
永
古
活
字
版

成
簣
堂
文
庫
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
内
）
に
所
蔵
。
刊
年
不
明
。

⑤
万
治
三
版
（
以
下
、
万
治
三
年
本
）

龍
谷
大
学
図
書
館
と
叡
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
本
を
確
認
し
た
。
巻
末
に
「
万
治
三
庚
子
年
仲
春
吉
旦
中
野
五
郎
左
衛
門
刊
行
」
と
し
て
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

の
刊
記
が
見
ら
れ
る
。

⑥
刊
年
不
明

東
京
大
学
図
書
館
と
東
洋
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
本
を
確
認
し
た
が
、
立
正
大
学
所
蔵
の
も
の
は
未
見
。
両
本
と
も
刊
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
大
学
本
に

は
「
貝
葉
書
院
」、
東
洋
大
学
本
に
は
「
台
宗
書
林
栁
枝
軒
小
川
多
左
衛
門
刻
」
の
刊
記
が
あ
り
、
と
も
に
近
世
刊
行
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

以
上
、『
決
権
実
論
』
に
は
、
身
延
文
庫
本
と
真
如
蔵
本
の
二
種
の
写
本
、
並
び
に
複
数
の
版
本
が
現
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
中
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
い
ず
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延
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れ
も
本
文
が
三
〇
丁
、
一
丁
の
片
面
が
二
〇
文
字
×
一
〇
行
と
い
う
形
式
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
同
一
の
版
木
か
ら
刷
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
刊
記

を
除
け
ば
版
本
間
で
の
文
字
の
異
同
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
こ
れ
ら
版
本
の
本
文
は
真
如
蔵
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
真
如
蔵
本
、
ま
た
は

そ
の
系
統
の
写
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
に
、
近
代
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
決
権
実
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　

現
在
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
巻
（
旧
版
は
第
三
巻
。
以
下
、
伝
全
本
）
収
録
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
他
、『
増
補
改
訂
日
本
大

蔵
経
』
第
七
十
七
巻
（
旧
版
は
第
三
十
九
巻
。
以
下
、
日
蔵
本
）、
安
藤
俊
雄
・
薗
田
香
融
（
一
九
七
四
）
に
も
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
伝
全
本
を
底
本

と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
質
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
一
種
類
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
伝
全
本
で
あ
る
が
、
巻
末
の
付
記
に
よ
る
と
、
本
書
は
「
比
叡
山
浄
土
院
所
蔵
『
開
山
小
部
集
』
所
録
古
師
校
訂
本
全
一
巻
」
を
底
本
と
し
、「
比
叡
山

実
蔵
坊
所
蔵
古
写
本
全
一
巻
書
者
及
年
時
不
詳
」
を
対
校
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
両
書
は
現
在
も
叡
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
先
に
確
認
し
た
版
本
と
同
本
、

後
者
は
真
如
蔵
本
を
指
す
。
た
だ
し
、
伝
全
本
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
『
開
山
小
部
集
』
収
録
の
『
決
権
実
論
』（
請
求
記
号
：
浄
土
院
・
内
典
・
六
・
五
〇
・
一

五
一
）
に
は
、
朱
筆
に
よ
る
訓
点
と
、
誤
写
・
誤
脱
の
訂
正
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
伝
全
本
の
訓
点
と
頭
注
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、『
決
権
実
論
』
の
現
存
す
る
諸
本
、
並
び
に
現
行
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三
、
諸 

本 

の 

系 

統

　
『
決
権
実
論
』
の
現
存
す
る
諸
本
は
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
「
身
延
文
庫
本
系
統
」
と
「
真
如
蔵
本
系
統
」
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
系
統
を

区
分
す
る
最
大
の
根
拠
は
、『
決
権
実
論
』
の
第
六
章
「
問
有
性
無
性
了
不
了
第
六
」
に
見
ら
れ
る
脱
落
部
分
に
あ
る
。

　
『
決
権
実
論
』
は
、
最
澄
・
徳
一
間
の
論
難
往
復
を
経
て
成
立
し
た
文
献
で
あ
り
、
そ
の
成
立
過
程
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
本
書
の
各
問
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
山
家
問

難
、
②
北
轅
会
釈
、
③
山
家
救
難
と
い
う
三
段
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
先
ず
、
①
山
家
問
難
は
最
澄
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
に
❶
問
（
徳
一
に
対
す

る
質
問
）、
❷
答
（
最
澄
が
予
想
す
る
徳
一
の
回
答
）、
❸
難
（
❷
に
対
す
る
最
澄
の
論
難
）
の
三
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
上
で
、
①
に
対
す
る
実
際
の
徳
一
の
回
答
と
し
て

②
北
轅
会
釈
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
、
②
に
対
す
る
最
澄
の
反
論
と
し
て
③
山
家
救
難
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、『
決
権
実
論
』
の
各
章
の
構
成
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

（　
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左
に
示
す
通
り
、『
決
権
実
論
』
は
、
先
ず
最
澄
が
①
を
作
っ
て
徳
一
の
も
と
へ
と
送
り
、
こ
れ
に
対
し
て
徳
一
が
②
を
製
し
て
最
澄
へ
と
送
り
返
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

を
読
ん
だ
上
で
最
澄
が
③
を
著
す
と
い
う
三
段
階
を
経
て
成
立
し
た
文
献
な
の
で
あ
る
。

①
山
家
問
難
（
最
澄
に
よ
る
想
定
問
答
）：
最
澄
か
ら
徳
一
へ

　

❶
問
（
徳
一
に
対
す
る
質
問
）

　

❷
答
（
徳
一
の
回
答
を
最
澄
が
予
想
）

　

❸
難
（
❷
に
対
す
る
最
澄
の
論
難
）

②
北
轅
会
釈
（
①
に
対
す
る
徳
一
の
回
答
）：
徳
一
か
ら
最
澄
へ

③
山
家
救
難
（
②
に
対
す
る
最
澄
の
反
論
）：『
決
権
実
論
』
完
成

　

で
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
諸
本
の
「
問
有
性
無
性
了
不
了
第
六
」
の
本
文
を
対
照
し
て
み
よ
う
。
上
段
が
身
延
文
庫
本
、
中
段
が
真
如
蔵
本
、
下
段
が
版
本

で
あ
る
。

【
身
延
文
庫
本
】

 

↓
①
山
家
問
難

　
　

山
家
問
難

　
　

問
有
性
無
性
了
不
了
第
六

❶
問
不
可
治
一
闡
提
者
或
説
有
成
仏
性
或
説
無
成
仏

性
此
三
種
説
何
為
了
義
何
為
不
了
❷
答
不
可
治
一
闡

提
者
説
有
成
仏
性
者
為
不
了
説
若
説
無
成
仏
性
者
為

【
真
如
蔵
本
】

 

↓
①
山
家
問
難

◎
山
家
問
難

問
有
性
無
性
了
不
了
第
六

❶
問
不
可
治
一
闡
提
者
或
説
有
成
仏
性
或
説
無
成
仏

性
此
二
種
説
何
為
了
義
何
為
不
了
❷
答
不
可
治
一
闡

提
者
説
有
成
仏
性
者
為
不
了
説
若
説
無
成
仏
性
者
為

【
版
本
】

 

↓
①
山
家
問
難

○
山
家
問
難

問
有
性
無
性
了
不
了
第
六

❶
問
不
可
治
一
闡
提
者
或
説
有
成
仏
性
或
説
無
成
仏

性
此
二
種
説
何
為
了
義
何
為
不
❷
了
答
不
可
治
一
闡

提
者
説
有
成
仏
性
者
為
不
了
説
若
説
無
成
仏
性
者
為
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了
義
説
❸
若
説
無
成
仏
性
者
有
性
者
是
名
了
説
言
無

性
者
是
名
不
了
也

 

↓
②
北
轅
会
釈
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断
善
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無
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論
所
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竺
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誰
人
後
会
理

性
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仏
性
者
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論
説
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こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
、
真
如
蔵
本
と
版
本
の
「
問
有
性
無
性
了
不
了
第
六
」
に
は
、
②
北
轅
会
釈
の
後
半
か
ら
③
山
家
救
難
の
大
部
分
に
か
け
て
大
き
な
脱
落
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
波
線
部
の
通
り
、
身
延
文
庫
本
の
「
三0

種
説
」「
無
性
有
情0

」「
無
行0

性
」
が
、
真
如
蔵
本
と
版
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
二0

種
説
」「
無
性
有
性0

」「
無
仏0

性
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
如
蔵
本
と
版
本
に
は
、
身
延
文
庫
本
に
は
な
い
「
難
曰
○
違
天
親
仏
性
論
第
二
巻
末
云
」
と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
翻
刻

の
対
校
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
う
し
た
異
同
は
「
問
有
性
無
性
了
不
了
第
六
」
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
真
如
蔵
本
と
版
本
の
文
字
は
全
体
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一

致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
同
じ
系
統
の
底
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
身
延
文
庫
本
と
真
如
蔵
本
・
版
本
に
は
数
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
系
統
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
版
本
が
真
如
蔵
本
そ
の
も
の
を
底
本
と
し
て
作
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
真
如
蔵
本
と
同
系
統
の

別
の
写
本
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
一
概
に
判
じ
が
た
い
も
の
の
、
一
先
ず
は
左
の
よ
う
な
系
統
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

┌
│
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│
││

　
　
　
　

└
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版
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│
│
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さ
て
、
先
に
述
べ
た
通
り
、『
決
権
実
論
』
の
現
行
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
伝
全
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
そ
の
伝
全
本
は
版
本
を
底
本
、
真
如
蔵
本
を
対
校
本
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
こ
こ
に
示
し
た
脱
落
部
分
は
、
伝
全
本
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
決
権
実
論
』
の
研
究
は
、
少
な

く
と
も
伝
全
本
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
以
降
、
脱
落
部
分
を
含
む
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
身
延
文

庫
本
に
よ
っ
て
現
行
テ
キ
ス
ト
の
脱
落
部
分
が
補
完
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
進
展
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
身
延
文
庫
本
の
意
義
と
対
校
の
必
要
性

　

身
延
文
庫
本
と
真
如
蔵
本
・
版
本
と
で
は
、
右
に
述
べ
た
大
き
な
脱
落
の
他
に
も
少
な
く
な
い
異
同
が
確
認
さ
れ
る
。
紙
幅
の
制
約
上
、
そ
の
全
て
を
こ
こ
で
紹
介
す

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
最
後
に
一
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

伝
全
本
の
序
文
に
は
、「
■
■
為
理
俱
迷
何
疑
」
と
い
う
不
可
解
な
一
文
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
べ
る
限
り
、
こ
の
「
■
」「
■
」
と
い
う
文
字
は
他
に
用
例
の
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
一
文
が
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
伝
全
本
の
底
本
・
対
校
本
と
な
っ
た
版
本
と
真
如
蔵
本
の
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
真
如
蔵
本
に
は
伝
全
本
と
同
じ
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
版
本
で

は
「
■
」
が
「
■
」、「
■
」
が
「
■
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
置
き
換
え
に
よ
っ
て
「
■
■
為
理
俱
迷
何
疑
」
と
し
た
と
し
て
も
文
意
を
解
読
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
、
伝
全
本
の
編
纂
者
は
、
真
如
蔵
本
の
「
■
」「
■
」、
版
本
の
「
■
」「
■
」
と
い
う
不
可
解
な
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
取
る
こ

と
が
叶
わ
な
い
ま
ま
、
真
如
蔵
本
の
文
字
を
採
用
し
て
活
字
を
製
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
は
、
伝
全
本
が
意
味
の
通
ら
な
い
ま
ま
に
「
■
」「
■
」
と
い
う
文
字
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
後
継
の
テ
キ
ス
ト
に
も
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
日
蔵
本
で
は
、
当
該
箇
所
を
「
指
柢
為
理
」
と
し
て
、
伝
全
本
の
「
■
」
を
「
指
」、「
■
」
を
「
柢
」（
植
物
の
主
根
の
意
）
に
置
き
換
え
て
い
る
が
、
こ
れ

で
も
や
は
り
意
味
が
通
じ
な
い
。
ま
た
、
安
藤
・
薗
田
（
一
九
七
四
）
は
、
伝
全
本
の
「
■
」
を
「
指
」、「
■
」
を
「
権
」
に
改
め
て
「
指
権
為
理
」
と
し
た
上
で
、「
権

を
指
し
て
理
と
な
し
て
〔
、
俱
に
迷
ふ
こ
と
、
何
ぞ
疑
は
ん
〕」
と
訓
読
し
て
い
る
。
確
か
に
、「
■
」
を
「
指
」
の
異
体
字
と
見
る
こ
と
は
一
考
に
値
す
る
が
、「
■
」

を
「
権
」
の
異
体
字
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
竹
晋
（
二
〇
二
一
）
の
現
代
語
訳
で
は
、
伝
全
本
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
「
■
■
為
理
」
に
忠
実
に

向
き
合
い
、「
■
を
■
す
る
」
と
訳
し
た
上
で
、「
解
読
不
能
。『
権
に
執
す
る
』
の
誤
写
か
」
と
注
記
し
て
い
る
。
大
竹
（
二
〇
二
一
）
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
一
文
は
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こ
の
ま
ま
で
は
解
読
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
身
延
文
庫
本
の
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
箇
所
は
「
指
狐
為
狸
俱
迷
何
疑
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
章
は
「
狐
を
指
し
て
狸
と
為
さ
ば
、

俱
に
迷
う
こ
と
何
ぞ
疑
わ
ん
」
と
読
む
べ
き
文
章
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
初
め
て
文
意
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
真
如
蔵
本
と
版
本
は
、「
狐
」
の

「
犭
」
を
「
木
」
と
誤
読
し
て
「
■
」「
■
」
と
し
、「
狸
」
の
「
犭
」
を
「
王
」
と
誤
読
し
て
「
理
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
他
の
写
本
や
版
本
で
は
意
味
の
通
じ
な
か
っ
た
箇
所
が
、
身
延
文
庫
本
に
よ
っ
て
初
め
て
解
読
可
能
と
な
る
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら

も
、
身
延
文
庫
本
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
延
文
庫
本
も
ま
た
完
璧
な
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
先
に
示
し
た
通
り
、「
問
有
性
無
性
了

不
了
第
六
」
で
は
、
真
如
蔵
本
・
版
本
が
「
二
種
説
」
と
し
て
い
る
箇
所
を
、
身
延
文
庫
本
は
「
三
種
説
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
箇
所
は
「
一
闡
提
に
も
成

仏
の
性
が
あ
る
と
す
る
説
」
と
「
一
闡
提
に
は
成
仏
の
性
が
な
い
と
す
る
説
」
の
い
ず
れ
を
了
義
と
見
る
べ
き
か
を
問
う
文
脈
で
あ
る
た
め
、「
二
種
説
」
で
な
け
れ
ば

意
味
が
通
ら
な
い
。
ま
た
、
本
来
は
山
家
問
難
に
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
難
曰
○
違
天
親
仏
性
論
第
二
巻
末
云
言
」
と
い
う
一
文
が
、
身
延
文
庫
本
で
は
脱
落
し
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
延
文
庫
本
に
も
誤
写
・
誤
脱
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
に
依
拠
す
る
の
で
は
『
決
権
実
論
』

の
全
容
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
確
か
に
、
身
延
文
庫
本
は
現
存
す
る
唯
一
の
『
決
権
実
論
』
の
完
本
で
あ
り
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。
し

か
し
、
そ
の
価
値
を
十
分
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
真
如
蔵
本
や
版
本
と
の
対
校
に
よ
る
相
互
補
完
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
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［
凡
例
］

一　

身
延
文
庫
所
蔵
『
決
権
実
論
』（
写
本
）
の
全
文
を
翻
刻
し
、
叡
山
文
庫
真
如
蔵
写
本
と
万
治
三
年
版
本
を
も
っ
て
対
校
し
た
。

一　

�

翻
刻
に
際
し
て
は
、
字
下
げ
、
訂
正
、
補
入
等
は
底
本
通
り
と
し
、
出
来
る
だ
け
底
本
の
状
態
を
再
現
す
る
よ
う
つ
と
め
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
で
若
干
の
操
作
を

加
え
て
あ
る
。

・
旧
字
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

・
合
字
・
略
字
は
す
べ
て
開
い
た
。（
例
：
■
→
シ
テ　

■
→
菩
薩
）

・
割
り
注
は
〈　

〉
内
に
示
し
、
割
り
注
内
の
改
行
は
／
で
示
し
た
。

・
各
丁
の
表
裏
ご
と
に
、
各
行
に
１
か
ら
７
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
■
で
示
し
た
。

・
虫
損
等
に
よ
る
欠
損
箇
所
を
□
で
示
し
、
推
定
が
可
能
な
場
合
は
そ
の
文
字
を
□
の
中
に
示
し
た
。

・
抹
消
さ
れ
た
文
字
に
は
「
〻
」
を
付
し
た
。

一　

対
校
は
以
下
の
基
準
で
行
っ
た
。

・
叡
山
文
庫
真
如
蔵
写
本
を
㋑
、
万
治
三
年
版
本
を
㋺
と
表
示
し
た
。

・
旧
字
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

・
合
字
・
略
字
は
す
べ
て
開
き
、
割
り
注
は
〈　

〉
内
に
示
し
た
。

・
意
味
が
同
じ
文
字
に
つ
い
て
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
敢
え
て
対
校
注
に
示
さ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。（
例
：
花
／
華　

云
／
言
／
曰
）

一　

本
書
の
閲
覧
お
よ
び
翻
刻
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
身
延
文
庫
御
当
局
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
四



［
表
紙
］

［
一
丁
表
］

１　

決
権
実
論
序（

序
：
㋑
㋺
＋
前
入
唐
求
法
沙
門
釈
最
澄
撰
）

２　

夫
一
権
四
実
唐
基（
┌
㋑
㋺
独
伝
）

　

一
実
三
権
五
仏
同
宣
乃
有
東

３　

隅
北（

北
：
㋑
㋺
此
）

轅
謗
昇
堂
之
山
聴
執
伝
外
之
所
説
嗚
乎（
乎
：
㋑
㋺
呼
）

釈

４　

迦
大
師
昔
於
北（

北
：
㋑
㋺
此
）

轅
何（└
㋑
㋺
有
）

怨
敵
繫
無
漏
業
絆
有
為
区

５　

噫
乎（

┌
㋑
㋺
妙
）

法
花（└
㋑
㋺
経
）

現
於
夏
虫
何
有
怨
嫌
貶
権
蜜（
蜜
：
㋑
密
）
虚
置

６　

不
了
階
悲
哉
無
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

仏
子
永
閉
決
宅
哀
哉
定
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

小

７　

子
終
死
灰
断
増
減
之
巻
自
東
土
興
更
生
之
詞
満
諸

［
一
丁
裏
］

１　

人
口
可
不
悲
哉
々（

々
々
々
々
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

々
々
々
僕
慨
一
乗
之
未
顕
然
恨
三
蜜（
蜜
：
㋑
㋺
密
）

之

２　

未
開
敷
於
是
権
宗
夏（

┌
㋑
㋺
久
）

眷
属
稍
多（
┌
㋑
㋺
向
越
之
念
未
改
路
）

頭
疑
氷
之
心
習

　
　

九
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
延
山
久
遠
寺
公
用

　
　
　
　
　
　

伝
教
作

　
　

決
権
実
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
朝

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
五



３　

常
弥
執
非
但
一
乗
之
沈
隠
亦
復
三
乗
可
滅
没
指
ヽ（ヽ：
㋑
㋺
ナ
シ
）

４　

狐
為
狸（狸：
㋑
㋺
理
）

俱
迷
何
疑
原（
┌
㋑
㋺
夫
）

一
乗
境
界
唯
仏
所
知
十
地
三
賢
不

５　

能
思
量
雖
然
釈
尊
父
子
天
性
定
於
開
権
一
乗
家
業

６　

付
於
顕
実
是
以
一
分
慈
悲
纒
於
劣
心
為
導
中
人
謹
造

７　

斯
論
誓
願
云（

云
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

無
量
時
中
済（
済
：
㋑
㋺
洛
）

闡
提
苦
云
爾
決
権
実
論

［
二
丁
表
］

１　
　

山
家
問
難

２　
　

北
轅
会
釈

３　
　

山
家
救
難

４　

山
家
問
難

５　
　

一
問　

二
答　

三
難　

四
不
通
義

６　

問
法
花
経
一
仏
乗
教
第
一

７　

問（
┌
㋑
㋺
曰
）

法
花
経
所
説
ノ

唯
一
仏
乗
ノ

教
者
法
花
会
以
前
モ

為
皆
已
説
㆒

［
二
丁
裏
］

１　

為
未
タ

説
㆒ス
ト
ヤ

也

２　

答（
┌
㋑
㋺
曰
）

法
花
経
所
説
唯
一
仏
乗
教
者
中
道
之
理
同
キ
カ

故
ニ

法
花
会

３　

以
前
ニ
モ

為
ス
ト

皆
已
ニ

説　　（
└
㋑
㋺
也
難
曰
法
華
経
所
説
唯
一
仏
乗
教
者
中
道
之
理
同
故
法
華
会
以
前
皆
已
為
説
）

㆒

者イ
ハ
ヽ

違
法
花
第
一
巻
ノ

方
便
品
ノ

偈
ニ㆒

云
所
以
未

４　

曽
説
々
時
未
至
故
今
正
是
其
時
ナ
リ

決
定
説
大
乗
也

５　
　
　

北
轅
会
釈

６　

奥（
┌
㋑
㋺
州
）

北
轅
者
通
曰
法
花
ノ

末
学
者
依
テ

法
花
経
ニ㆒

発
ス

十
ノ

問
ヲ㆒

難
第

（
指
：
㋑

㋺

）

（
狐
：
㋑

㋺

）

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
六



７　

一
ニ

問
テ

曰
ク

法
花
経
所
説
ノ

唯
一
仏
乗
教
者
法
花
会
以
前
為
皆
已
説
㆒

［
三
丁
表
］

１　

為
未
説
也（

也
：
㋑
㋺
＋
答
曰
法
華
経
所
説
唯
一
乗
教
者
中
道
之
理
同
故
法
華
会
已
前
為
皆
已
説
也
）

２　

難
曰
法
花
経
所
説
ノ

唯
一
仏
乗
ノ

教
ト

者
中
道―

之（
之
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

理
同
カ

故
ニ

法
花
会

３　

以
前
ヲ

為（
為
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

皆
已
説
ト

者
違
法
花
ノ

第
一
巻
ノ

方
便
品
偈
ニ㆒

云
所
以
未
曽

４　

説
々
時
未
至
故
今
正
是
其
時
ナ
リ

決
定
説
ム

大
乗
ヲ㆒

今
愍
教
授
云

５　

汝
カ

答
汝
カ

難
二
俱
愚
癡
ナ
リ

所
云
㆒

汝
カ

答
愚
癡
ナ
リ
ト

者
汝
答
テ

曰
ク

唯
一

６　

仏
乗
教
者
中
道
之
理
同
カ

故
ニ

法
花
以
前
ヲ

為
コ
ト
ク
ハ

皆
已
説
ト㆒

者
此
答
ヽ（
ヽ
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

７　

愚
癡
ナ
リ

何
以
ノ

故
ニ

不
シ
テ

知
法
花
意
ヲ㆒

以
謬
答
㆒ル
ヲ

故
ニ

［
三
丁
裏
］

１　

今
徴
シ
テ

之
ヲ㆒

曰
ク

汝
カ

所
ノ

答
㆒

法
花
一（
┌
㋑
㋺
仏
）

乗
教
ト

者
法
花
会
ノ

前
已
説
ナ
リ
ト

２　

者イ
フ
コ
ト
ハ

此
ヲ

是
誰
カ

語
ヲ

為
ム

有
ト
ヤ

憑
文
㆒

為
汝
カ

◦自

語
㆒ナ
リ
ト
ヤ

若
有
文
証
㆒

者
請
示
セシ

３　

其
文
ヲ㆒

何
ノ

経
論
ノ

文
ソ

若
自
義
ノ

答
者
是
為
ス

愚
癡
ノ

答
ト㆒

何
以
故
ニ

４　

法
花
会
ノ

前
ニ
ハ

未
タカ

説
会
二
破
二
之
一
仏
乗
ヲ㆒

故
ニ

所
云
㆒

汝
カ

難
愚

５　

癡
ト
イ
ハ

尋（
┌
㋑
㋺
愚
）

癡
答
ヲ㆒

而
致
詰
難
㆒

故
ニ

是
ヲ

名
愚
癡
難
ト㆒

今
当
ニシ

教
授
ス㆒

応

６　

敬
テ

信
受
ス㆒

方
便
品
偈
ニ

云
ク

未
タス

曽
ニ
モ

説
㆒

汝
等
ラ

当
得
成
ス
ル
コ
ト

仏
道
ヲ㆒

所
以
未

７　

曽
説
々
時
未
至
故
今
正
是
其
時
ナ
リ

決
定
説
大
乗
ヲ㆒

［
四
丁
表
］

１　

釈
曰
仏
成
道（

道
：
㋑
ナ
シ
）

来
四
十
余（
余
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

年
以
前
未
タ

曽
説
不
定
性
二
乗
成

２　

仏
道
ヲ

故
ニ

云
未
曽
説
汝
等
当
得
成
仏
道
ト㆒

所
以
四
十
年
前
ニ

未
タ　ス
ト

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
七



３　

曽
テ

説（
┌
㋑
道
）
不
定
性
二
乗
成
仏
道
㆒

者
ハ

其
不
定
性
舎
利
弗
等
ノ

二

４　

乗
根
機
未
熟
㆒

故
ニ

不
説
汝
等
得ウ
ト

仏
道
ヲ㆒

故
ニ

云
ク

所
以
未
曽
説
等
㆒

５　

也
今（
┌
㋑
㋺
至
）

法
花
会
ニ

彼
舎
利
弗
等
根
機
淳
熟
シ
テ

堪
聞
ニ

授
記（
記
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

ヲ㆒

説
会
二

６　

破
二
之
大
乗
ヲ㆒

故
ニ

云
今
正
是
其
時（
時
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

等
也

７　
　
　
　
　

山
家
救
難

［
四
丁
裏
］

１　

山
家
救
云
北
轅
者
徴
釈
自
害
尤
深
ク

違
三
時
教
ニ㆒

故
若
言
法

２　

花
経
ノ

破
二
中
道
ノ

理
四
十
年
以
前
釈
迦
未
タト

説
㆒

者
法
花
中
道
ノ

理
不

３　

同
深
蜜（

蜜
：
㋑
㋺
密
）

ノ

理
ニ㆒

今
此
法
花
経
ハ

不
応
摂
三
時
ニ㆒

云
（
┌
㋑
㋺
若
）中道
ノ

理
不
ス
ト

異
㆒

深

４　

蜜（
蜜
：
㋑
㋺
密
）

ノ

理
ニ㆒

是
故
法
花
経
ニ
ハ

応
摂（
摂
：
㋺
接
）
三
時
ニ㆒

者
愚
癡（
┌
㋑
㋺
等
）

ノ

過
失
北
轅
不
可

５　

免
ル㆒

若（
┌
㋑
㋺
言
）

理
雖
同
ト㆒

破
二
等
別
ナ
ル
カ

故
ニ

会
前
ヲ㆒

未
説
ト

者
所
示
㆒

理
雖
同
ト㆒

６　

破
二
等
別
故
ニ

不
被
摂
三
時
ニ㆒

又（
又
：
㋑
㋺
文
）

会
法
花
ノ

文
ヲ㆒

云
何（
何
：
㋑
㋺
仏
）

成
道
来
タ

四

７　

十
年
以
前
ニ

未
曽
説
不
定
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

ノ

二
乗
成
仏
道
ヲ㆒

故
云
未
曽
説
汝

［
五
丁
表
］

１　

等
当
得
成
仏（

仏
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

道
ト㆒

者
此
釈
不
爾
妄
分
明（
明
：
㋑
㋺
別
）

故
不
定
性
二
乗

２　

当
得
成
仏
道
ヲ㆒

者
仏
成
道
シ
玉
テ

已
来
タ

四
十
年
以
前
諸
大
乗
経
等

３　

以
皆
已
ニ

説
㆒ケ
ル
ヲ

故
ニ

但
定
性
二
乗
四
十
年
以
前
ニ

当
得
成
仏
道
㆒

未（
未
：
㋑
㋺
以
来
）

ヽ（ヽ：
㋑
㋺
ナ
シ
）

４　

曽
説
㆒

故
是
故
法
花
会
麟
角
舎
利
弗
敗
種
大
迦
葉
聞

５　

内　　（
㋑
㋺
証
）

証〻
説

仏
智
俱
受
成
仏
ノ

記
ヲ㆒

舎
利
弗
及
迦
葉
ヲ

名
角
ト㆒

者（
者
：
㋑
㋺
亦
）

名
敗（敗：
㋑
㋺
ナ
シ
）

種
ト㆒

６　

聖
教
明
サ
ハ

所
説
入
正
位
㆒

二
乗
名
ヲ

為
ス
ト

不
定
性
ト㆒

経
論
ニ

無
所
説
㆒

其

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
八



７　

摂
論
不
定
大
小
意
別
故
不
名
舎
利
子
㆒

是
故
四（
四
：
㋑
㋺
名
曰
）

不
通
也

［
五
丁
裏
］

１　
　
　
　
　

問
（
┌
㋑
㋺
山
家
問
難
）

一
切
衆
生
皆
為
仏
子
第
二

２　

問
曰
我
釈
迦
如
来
以
此
三
界
中
一
切
衆
生
類
悉
是
為
吾
子

３　

已也
歟

否
（
㋑
㋺
已
）　

答
曰
我
釈
迦
如
来
者
以
此
ノ

三
界
ノ

中
ノ

一
切
衆
生
類
悉

４　

是
為
吾
子
ト

雖
然
㆒

若
畢
覚竟
シ
テ

無
涅
槃
ノ

性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

衆
生
等
ハ

如
彼
養

５　

子
㆒

故
ニ

必
ス

不
嗣ツ
カ

仏
位
ニ㆒

也　
　

難
曰
我（
我
～
７
者
：
㋑
㋺
○
）

釈
迦
如
来
者
此
三
界
一
切

６　

衆
生
類
悉
是
為
吾
子
㆒

雖
然
若
畢
竟
シ
テ

無
涅
槃
性
㆒

衆
生

７　

等
ハ

如
彼
養
子
㆒

故
ニ

必
不
嗣
仏
位
ニ㆒

者
ハ
ヽ

違
法
花
経
ニ㆒

第
二
巻

［
六
丁
表
］

１　

譬
喩
品
偈
云
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是

２　

吾
子　
　

又
云
是
諸
衆
生
皆
是
我
子
等
与
大
乗
不

３　

令
有
人
独
得
滅
度
皆
以
如
来
滅
度
而
滅
度
之
也

４　
　
　
　

北（
北
～
釈
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

５　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
二
問
難
云
我（

我
～
６
生
：
㋑
㋺
○
）

釈
迦
如
来
以
三

６　

界
中
衆
生
為
各（

各
：
㋑
㋺
吾
）

一
子
者
有
無
性
有
情
終
不
成
仏
云
何
仏
為

７　

一
子（

┌
㋑
㋺
耶
）

教（教～
花
：
㋑
㋺
○
）

違
法
花
今
愍
教
授
云
為
無
性
有
情
説
人
天
教
ヲ㆒

令
得

［
六
丁
裏
］

１　

人
天
果（

果
：
㋑
㋺
楽
）

ヲ㆒

故
ニ

猶
ヲ

名
一
子
ト㆒

也

２　
　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
○
）

家
救
難

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

八
九



３　

山
家
救
云
為（
為
～
子
：
㋑
㋺
○
）

無
性
有
情
㆒

説
人
天
教
ヲ㆒

令
得
人
天
果
ヲ㆒

故
ニ

猶
ヲ

名
一
子
ト㆒

４　

此
釈
何（
何
漢
：
㋑
㋺
河
漁
）

漢
法
花
経
文
云
是
諸
衆
生
皆
是
我
子
等
与
大
乗

５　
〈
已
上
／
経
文
〉
仏
イ
タ
ハ
ル

勅ト
ヽ
ノ
ウ

諸
子
ヲ㆒

等
与
大
乗
ヲ㆒

如
来
滅
度
而
滅
度
之
許（
許
：
㋑
㋺
誰
）

子

６　

永
住
三
界
宅
㆒

何
子
灰
断
死（
死
無
余
：
㋑
㋺
余
死
）

無
余
㆒

若
有
聞
法
有
心
㆒

分
（
┌
㋑
㋺
者
）明

７　

自
知
当
作
コ
ト
ヲ

仏
ニ㆒

若
大
乗（
乗
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

不
与
無
性
㆒

者
等
与
之
言
都
テ

無
用

［
七
丁
表
］

１　

仏
何
有
貪
畏
謟
吐
等
与
云
㆒

当
知
仏
与（
与
：
㋑
㋺
為
）

実
語
㆒

者
亦
為
如
語
㆒

２　

者
真
実
皆
成
仏
勅
安（
安
楽
：
㋑
㋺
汝
）

楽
等
与
言
若（
┌
㋑
㋺
如
）

北
轅
義（
┌
㋑
㋺
者
）

或
子
得
仏
果
㆒

３　

或
子
得
小
果
或
子
得
人
天
抜
苦
已
ニ

不
等
与
楽
之（
之
：
㋑
㋺
亦
）

各
別
ナ
リ

汝
今

４　

一
子
名
唯
有
名
㆒ノ
ミ

無
実
㆒

北
轅
者
未
見
亦
未
聞
入
仏
三
昧
耶
三

５　

平
等
深
義
発
不
平
等
見
㆒

常（
常
：
㋑
㋺
当
）

犯
越
三
昧
㆒

自
（
┌
㋑
㋺
耶
）堕及
堕
他
㆒

寧

６　

雖
近
悪
獣
㆒

不
近
悪
知
識
㆒

誰
有（
┌
㋑
㋺
明
）

智
者
将
近
北
轅
哉
当
知
四

７　

不
通
難
至
極
難
越
也

［
七
丁
裏
］

１　
　
　

山
家
問
難

２　

問
皆
名
仏
子
一
切
衆
生
作
仏
第
三

３　

問
曰
若
名
仏
子
一
切
衆
生
来
世
作
仏
已
否

４　

答
曰
縦
使
雖
名
テ

為
ス
ト

仏
子
ト㆒

然
彼
畢
竟
シ
テ

無
涅
槃
経性
歟（
㋑
㋺
姓
）

者
〻

決
定
来
世

５　

不
作
仏
道

６　

難
云
縦（

縦
～
７
者
：
㋑
㋺
○
）

使
雖
名
為
仏
子
㆒

然
彼
畢
竟
無
涅
槃
経
者
決
定
来
世

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
〇



７　

不
作
仏
道
者
違
法
花
経
第
一
巻
方
便
品
偈
㆒

云
諸
法
従
本
来

［
八
丁
表
］

１　

常
自
寂
滅
相
仏
子
行
道
已
来
世
得
作
仏

２　
　
　

北（
北
～
釈
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

３　

奥
州
ノ

北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
三
問
曰（
曰
～
４
得
作
仏
：
㋑
㋺
○
）

若
無
性
有
情
決
定
来
世

４　

不
作
仏
道
㆒

者
違
法
花
経
方
便
品
㆒

云
仏
子
行
道
已
来
世
得
作
仏

５　

今
愍
教
授
者（

者
：
㋑
㋺
云
）

不
定
性
二
乗
ハ

不
定
性
増
上
慢
ト

及
断
善
闡
提
ト
ノ

之
仏

６　

子
行
道
已
来
世
得
作
仏
也

７　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

［
八
丁
裏
］

１　

山
家
救
云
不（

不
～
２
仏
者
：
㋑
㋺
○
）

定
性
二
乗
不
定
性
増
上
慢
及
断
善
闡
提
之
仏
子
行

２　

道
已
来
世
得
作
仏
者
北
轅
此
釈
妙
理
未
尽
所
以
者
何
北
轅
者
未

３　

解
三
世
定
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

ヲ㆒

故
過
去
定
性
住
シ
テ

不
退
位
㆒

聞
法
花
経
㆒

現
在
定
性
ハ

４　

聞
法
花
経
㆒

得
成
仏
記（
記
：
㋑
㋺
道
）

未
来
定
性
ハ

入
滅
之
後
住
妙
浄
土
ニ㆒

而（
而
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

於
彼

５　

土
㆒

聞
法
花
経
㆒

得
仏
滅
度
夫
三
世
定
性
若
不
聞
法
花
㆒

不
得
廻（
┌
㋑
㋺
心
）

向
コ
ト
ヲ

６　

大
乗
ヲ㆒

故
北
轅
者
未
受
灌
頂
㆒

未
学
真
言
偏
ニ

執
権
宗
㆒

歴
劫
顕

７　

教
永
迷
善
星
畢
竟（

竟
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

死
再
生（
┌
㋑
㋺
北
轅
）

不
若
伏
我
慢
幢
習
受
職

［
九
丁
表
］

１　

事
㆒

現
生
仏
家（
家
：
㋑
㋺
＋
是
故
名
為
四
不
通
也
）

２　
　
　

山
家
問
難身

延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
一



３　
　
　

畢
（
┌
㋑
㋺
問
）竟無
涅
槃
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

成
仏
第
四

４　

問
畢
竟
シ
テ

無
涅
槃
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

㆒

者
見
仏
聞
経
ノ

故
ニ

終
ニ

積
テ

善
根
ヲ㆒

必
当
得（
得
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

作
仏
已
否
ナ
リ

５　

答
畢
竟
シ
テ

無
涅
槃
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

㆒

者
都
無
三
乗
無
漏
ノ

種
子
㆒

故
雖
見
仏
聞
法
㆒ス
ト

６　

而
但
殖
テ

人
天
ノ

善
根
ヲ㆒

不
楽
欲
涅
槃
ヲ㆒

是
ノ

故
不
得
作
仏
㆒コ
ト
ヲ

者（
者
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

違
（
└
㋑
㋺
難
曰
）
法
花
経

７　

第
一
巻（

巻
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

ニ㆒

方
便
品
偈
ニ

云
一
切
諸
如
来
以
無
量
方
便
度
脱
諸
衆
生
入

［
九
丁
裏
］

１　

仏
無
漏
智
若
有
聞
法
者
無
一
不
成
仏
也

２　
　
　

北（
北
～
釈
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

３　

奥
州
北
轅
者
通
曰
ク

末
学
者
第
四
問
難
ニ

曰（
曰
～
５
成
仏
：
㋑
㋺
○
）

ク

畢
竟
無
性
有
情
不
得
作

４　

仏
㆒ス
ル
コ
ト

者
ハ
ヽ

違
法
花
経
ニ㆒

方
便
品
ニ

云
一
切
諸
如
来
以
無
量
方
便
㆒

度
脱
諸

５　

衆
生
ニ㆒

入
仏
無
漏
智
若
有
聞
法
者
無
一
不
成
仏

６　

今
愍
教
授
云
若
有
テ

不
定
種
姓
ノ

有
情
㆒

聞
法
花
経
ノ

一
句（
句
：
㋑
㋺
＋
者
無
一
不
成
仏
也
）

ヲ㆒

７　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
○
）

家
救
難

［
一
〇
丁
表
］

１　

山
家
救
云
若（

若
～
２
仏
者
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

有
不
定
種
姓
有
情
㆒

聞
法
花
経
一
句
ヲ㆒

者
無
ト

一
ト
シ
テ

不
コ
ト
ハ

２　

成
仏
㆒

者
ハ
ヽ

此
釈
不
爾
㆒

未
解
一
乗
ヲ㆒

故
ニ

一
乗
正
意
者
定
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

三
乗
人
不

３　

定
姓
四
人
無
種
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

五
人
一
切
有
心
者
若
有
聞
法
㆒

者
無
一
不
成
仏

４　

夫
十
方
仏
土
ノ

中
ニ
ハ

唯
有
一
乗
法
㆒ノ
ミ

何
有
三（
┌
㋑
㋺
乗
）

五
乗
㆒

也
開
示
悟
入
唯
仏

５　

知
見
何
有
定
無
姓
也
北
轅
者
未
知
一
法
界
未
見
一
法
界
豈（

豈
：
㋑
㋺
是
故
）

堕（堕：
㋑
㋺
随
）

６　

増
減
見
起
大
邪
見
也
是
故
名
四
不
通
也

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
二



７　
　
　

山
家
問
難

［
一
〇
丁
裏
］

１　
　
　

問
有
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

無
姓（姓：
㋑
㋺
性
）

俱
成
仏
第
五

２　

問
有
性
与
無
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
為
）

皆
成
仏
道
為
当（
当
：
㋑
㋺
常
）

有
成
不
成
㆒

耶

３　

答
有
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

者
ハ
ヽ

得
成
コ
ト
ヲ

仏
道
㆒

無
姓（
姓
：
㋑
㋺
性
）

ノ

者
ノ
ハ

不
得
成
仏
㆒ス
ル
コ
ト
ヲ

也

４　

難
曰
若（

若
～
仏
者
：
㋑
㋺
○
）

有
性
者
得
成
仏
道
㆒

無
姓
ノ

者
ノ
ハ

不
得
成
仏
㆒

者
違
大
円
覚

５　

修
多（

┌
㋑
㋺
羅
）

経（経：
㋑
㋺
ナ
シ
）

了
義
経
云（
云
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

有
性
無
性
斉（
斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
也

６　
　
　

北（
北
～
釈
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

７　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
五
問
難
曰（

曰
～［
一
一
丁
表
］２
道
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

若
有
性
者
得
成

［
一
一
丁
表
］

１　

仏
道
無
性
者
不
得
成
仏
者
大
円
覚
修
多
羅
了
義
経
有
性
無
性
斉
成

２　

仏
道

３　

今
愍
教
授
云
彼
経
ハ

約
真
如
仏
性
ニ㆒

而
説
ナ
リ

有
性
無
性
斉（
斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
ト㆒

不
拠

４　

行
仏
性
ニ㆒

説
ニ
ハ　
　

此
復
云
何
一
切
有
情
ノ

真
如
理
性
ニ

同
ク

有
覚
知
ノ

性
㆒

故
ニ

有

５　

性
無
性
斉（

斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
ト
イ
ハ

有
性
有
情
ノ

真
如
即
無
性
有
情
ノ

真
如
同
成
就
シ
テ

覚

６　

智
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

斉（斉：
㋑
㋺
皆
）

ク

成
仏
道
㆒

何
以
知
然
モ

修
多
羅
了
義
経
ニ

云
一
切
如
来（
┌
㋑
㋺
知
）

妙（└
㋑
㋺
円
）

覚
心
也

７　

本
無
シ

菩
提
及
与
涅
槃
亦
無
成
仏
及　　（
㋑
㋺
不
）

■非

成
仏
無
妄
輪
廻
及
非
輪
廻
善
男

［
一
一
丁
裏
］

１　

子
一
切
障
礙
即
有
究
竟
覚
得
念
失
念
無
非
解
脱
成
法（

┌
㋑
㋺
破
法
）

皆

２　

名
涅
槃
㆒

智
恵
愚
癡
通
為
般
若
㆒

菩
薩
外
道
所
成
就
法
同
是
菩
提

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
三



３　

無
明
真
如
無
異イ

境
界
㆒

衆
生　　（
㋑
㋺
国
）

■国
歟

土
同
一
法
性
地
獄
天　　（
㋑
㋺
宮
）

■宮
歟

皆
為

４　

浄
土
有
性
無
性
斉（

斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道（
道
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

５　

案
此
経
意
智
恵
真
如
即
愚
癡
真
如
故
ニ

云
智
恵
愚
癡
通

６　

為
般
若
乃
至（

至
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

有
性
有
情
ノ

真
如
即  

無  

性
有
情性
ノ

真
如　　（
即
～
７
如
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

即┌
ア
マ
ル
歟
無
性
有
情

７　

真
如
故
云
有
性
無
性
斉（

斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
此
等
諸
文
約
一
味
平
等
理
仏

［
一
二
丁
表
］

１　

性
ニ㆒

顕
無
差
別
義
㆒

不
顕
行
仏
性
㆒

有
差
別
義
㆒

２　

汝
不
知
経
義
意（
意
：
㋑
㋺
察
）

㆒

偏
執
文
句
㆒

以（
┌
㋑
㋺
為
）

証
立
皆
成
仏
㆒

迷
謬
甚
耳
汝

３　

若
文
取
義
執
皆
成
仏
道
者
即
経
云
地
獄
天
宮
皆
為
浄
土（

┌
㋑
㋺
地
獄
）

既
ニ

４　

浄
土
ナ
リ

何
故
ソ

菩
薩
経
テ

無
量
劫
ヲ㆒

厳
浄
ヤ

浄（
浄
：
㋑
㋺
仏
）

土
㆒

又
経
云
智
恵
愚
癡
通
シ
テ

為
般
若
㆒

５　

既
ニ

愚
癡
即
智
恵
凡
夫
云（
云
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

即
仏
ナ
リ

何
故
菩
薩
経
無
量
劫
ヲ㆒

断
故（
故
：
㋑
㋺
微
）

塵
数
ノ

６　

障
ヲ㆒

方
大
覚
円
満
㆒

又（
┌
㋑
㋺
経
）

云
無
明
真
如
無
異
境
界
㆒

既
無
明
即
真
如

７　

故
凡
夫
異
生　　
応
歟■

（
㋑
㋺
応
）

㆒

見
真
如
㆒

有
無
明
㆒

故
真（
真
如
：
㋑
㋺
即
真
如
真
如
即
無
明
）

如
故
諸
仏
応
不
見
真

［
一
二
丁
裏
］

１　

如
ヲ㆒

真
如
即
無
明
故
ニ

是
故
当
知
彼
経（
経
：
㋑
㋺
性
）

約
真
如
理
仏
性
㆒

説
有
性

２　

無
性
斉（

斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
㆒

若
依
此
義
㆒

我
亦
共
許
無
所
乖
諍
唯
拠
行
仏
性
㆒

３　

簡
成
不
成
也

４　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

５　

山
家
救
云
今
此
円
覚
経
ノ

有
性
無
性
ノ

言
ハ

為
ム

理
性（
性
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

有
無
㆒ト
ヤ

為
行
性
ノ

有
無

６　

為若
歟

云
（
㋑
㋺
若
）理
性
㆒

者
有
自
語
相
違
㆒

汝
許
ス
ト

真
如
ノ

性
ニ

覚
知
共
ニ

有
ト㆒

故
ニ

是（
是
：
㋑
㋺
無
）

ニ

有
ム
ヤ

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
四



７　

性
ト

無
（
┌
㋑
㋺
有
情
）
性
ト

哉

［
一
三
丁
表
］

１　

若
言
行
性
㆒

者
亦
自
語
相
違
汝
云
彼
経
約
真
如
仏
性
㆒

而
説
有
性
無

２　

性
斉（

斉
：
㋑
㋺
皆
）

成
仏
道
㆒

不
拠
行
仏
性
㆒

説
故
ニ

若
言
有
性
無
性
雖
モ

拠
行
性
㆒

然
斉（
斉
：
㋑
㋺
皆
）

３　

成
仏
道
ノ

言
ハ
ヽ

約
真
如
㆒

仏
性
㆒

者
能
成
有
無
ヲ㆒

又（
又
：
㋑
㋺
人
）

真
如
ノ

性
（
└
㋑
㋺
仏
）故ニ
応（
┌
㋑
㋺
得
）

当
成
仏
㆒

天
親

４　

仏
性
論
説
真
如
仏
性
㆒

名
応
得
因
故
具
三
仏
性
故（
故
是
：
㋑
㋺
是
故
）

是
名
四
不
通
也

５　
　
　

山
家
問
難

６　
　
　

問
有
性
無
性
了
不
了
第
六

７　

問
不
可
治
一
闡
提
㆒

者
或
説
有
ト

成
仏
ノ

性
㆒

或
説
ク

無
ト

成
仏
ノ

性
㆒

此
ノ

三（
三
：
㋑
㋺
二
）

種
ノ

説
何

［
一
三
丁
裏
］

１　

為
了
義
㆒

何
為
不
了
㆒

答
不
可
治
一
闡
提
㆒

者
説
ク

有
ト

成
仏
ノ

性
㆒

者
ヲ
ハ

為
不
了

２　

説
㆒

若
説
無
シ
ト

成
仏
ノ

性
㆒

者
ヲ
ハ

為
了
義
説

３　

若（
若
～
仏
性
者
：
㋑
㋺
難
曰
○
違
天
親
仏
性
論
第
二
巻
末
云
言
）

説
ク

無
ト

成
仏
ノ

性
㆒

者
ヲ
ハ

有
性
㆒

者
ハ

是
ヲ

名
了
説
㆒

言
無
性
㆒

者
是
名
不
了
也

４　
　
　

北（
北
～
釈
：
㋑
㋺
○
）

轅
会
釈

５　

奥
州
北
轅
者
通
シ
テ

曰
ク

末
学
者
第
六
問
難
ニ

曰
ク

若
無
性
有
情（
情
：
㋑
㋺
性
）

不
成
仏
㆒

者

６　

違
天
親
ノ

仏
性
論
ニ㆒

第（
第
～
７
了
：
㋑
㋺
○
）

二
巻
ノ

末
ニ

云
ク

言
有
性
㆒

者
是
名
了
説
言
無
性
㆒

者

７　

是
名
不
了
㆒　

今
愍
教
授
云
ク

会
ス
ル
ニ

有
二
義
一
云
ク

彼
ノ

論
ハ

拠
テ

断
善
ノ

［
一
四
丁
表
］

１　

闡
提
㆒

判
ス

了
不
了
㆒

不
拠
畢
竟
闡
提
㆒

判
ス

了
不
了
ヲ

何
以
テ
ノ

故
若
有
教
㆒

説
ク

２　

断
善
闡
提
有
仏
性
㆒

是
名
了
説
㆒

若
有
教
㆒

説
断
善
闡
提
無
行（
行
：
㋑
㋺
仏
）

性
㆒

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
五



３　

是
名
不
了
説（
説
～［
一
五
丁
表
］２
言
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

㆒

一
ニ
ハ

云
約
理
仏
性
㆒

判
了
不
了
可
知
也

４　
　
　

山
家
救
難

５　

山
家
救
云
北
轅
二
ノ

会
深
ク

乖
ク

論
義
㆒

其
論
正
志
者
立
悉
有
仏
性
ヲ㆒

６　

破
ス

五
種
ノ

過
失
ヲ㆒

説
ク

真
如
仏
性
ヲ㆒

与
五
種
ノ

功
徳
ヲ㆒

況
ヤ

立
テ
ム

三
種
ノ

破
ヲ㆒

遮
ス
ル

７　

無
性
ノ

執
ヲ㆒

也
真
諦
三
蔵
禀
習
シ
テ

天
竺
㆒ニ
シ
テ

伝
訳
ス

震
旦
ノ㆒

定
不
定
性
ハ

約
シ
テ

［
一
四
丁
裏
］

１　

位
㆒

得
タ
リ

名
㆒

已
定
未
定
皆
悉
ク

成
仏
ス

況
復
明
支
三
蔵
翻
荘
厳
論

２　

立
無
性
ノ

位
ヲ㆒

況
ヤ

復
貞
観
以
後
金
剛
無
畏
不
空
般
若
等
ノ

顕
教
蜜

３　

教
窮
理
㆒

尽
性
㆒

西
証
東
証
皆
能
ク

通
達
撥
去
シ

三
車
㆒

伝
流
リ

一
乗
㆒

４　

当
知
悉
有
皆
成
内
証
ノ

正
義
三
乗
五
性
ハ

理
外
ノ

権
説
ナ
リ

我
東
土
ノ

５　

北
轅
独
披
経
論
ヲ㆒

任
テ

胸
ニ㆒

謗
法
㆒

今
我
発
願
㆒

此
ノ

生
ニ

討
論
為
成
行
㆒

６　

周
ク

定
尺
弥
勒
㆒

今
日
事
北
轅
カ

初
ニ

会
断
善
ヲ

説
ク
ト

無
性
㆒

何
経
論
ノ

所
説
ソ

７　

天
竺
ニ
ハ

為
ム

誰
人
ト
カ

後
ニ

会
ス
ル

理
性
ヲ㆒

説
㆒ク
ト

無
仏
性
ト㆒

者
何
ノ

経
論
ノ

説
ソ

若
無
ク
ハ

誠
証
ノ

［
一
五
丁
表
］

１　

文
此
会
通
ニ

難
シ

成
㆒

当
知
㆒

其
ノ

論
ノ

正
義
ハ

施
権
之
故
ニ
ハ

言
無
性
㆒

者
是
名

２　

不
了
ト㆒

顕
実
之
故
ニ

言
有
性
㆒

者
是
名
了
説
ト㆒

是
故
名
四
不
通
也

３　
　
　

山
家
問
難

４　
　

問
入
滅
二
乗
廻
心
向
大
第
七

５　

問
入
滅
二
乗
者
為
廻
心
向
大
㆒

已
否　

答
入
滅
二
乗（
┌
㋑
㋺
者
）

灰
身
滅

６　

智
セ
リ

是
故
ニ

不
廻
心
向
大
㆒

唯
有
ル

清
浄
真
如
㆒

不
定
性
ノ

二
乗
ノ
ミ

定
テ

不
入
滅
㆒

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
六



７　

故　
　
　

難
曰
若（
若
～［
一
五
丁
裏
］１
者
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

入
滅
二
乗
者
ハ

灰
身
滅
智
ノ

故
ニ

不
廻
心
向
大
㆒

［
一
五
丁
裏
］

１　

唯
有
清
浄
真
如
㆒

不
定
性
ノ

二
乗
ノ
ミ

定
テ

不
入
滅
㆒

故
ニ
ト

者
違
法
花
経

２　

第
三
巻（

巻
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

化
城
喩
品
ニ

云
ク

是
人
雖
生
滅
度
之
想
入
於
涅
槃
㆒

而
於
彼

３　

土
㆒

求
仏
智
恵
得
聞
是
経
㆒

４　
　
　

北（
北
～
５
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

５　

奥
州
北
轅
者
通
曰
ク

末
学
者
ノ

第
七
ノ

問
難
ニ

曰（
曰
～
７
経
：
㋑
㋺
○
）

ク

若
定
性
ノ

二
乗
入
滅
シ
テ

６　

不
廻
心
向
大
㆒

違
法
花
経
第
三
巻
ニ㆒

是
人
雖
生
滅
度
之
想
入

７　

於
涅
槃
而
於
彼
土
求
仏
智
恵
得
得
聞
是
経
ト㆒

今
愍
教
授
云
ク

汝

［
一
六
丁
表
］

１　

由
テ

不
ル
ニ

知
已
今
当
之
ノ

三
字
ノ

差
別
ヲ㆒

而
如
是
㆒

迷
執
ス

経
ハ

唯
云
テ

当

２　

入
涅
槃
ニ㆒

不
云
ハ

已
入
ト㆒

亦
不
ス

云
ハ

今
入
無
余
涅
槃
ト㆒

当
ニ

知
ル㆒

彼
ノ

法
花
経
ハ

約
シ
テ

３　

不
定
性
ノ

声
聞
ノ

住
有
余
涅
槃
ニ㆒

求
ニ

入
ト

無
余
ニ㆒

而
説
テ

当
入
涅
槃
ト㆒

不
説
已

４　

入
無
余
涅
槃
ト㆒

後
ニ

従
彼
起
テ

廻
心
向
大
ス

何
以
知
然
㆒

正
法
花
ノ

第
四
巻（
巻
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

ニ

５　

云
ク

声
聞
縁
覚
生
死
已
ニ

断
テ

度
テ

於
三
界
ヲ㆒

臨
喩（
喩
：
㋑
㋺
欲
）

ニ

滅
度
㆒

仏
在
前
㆒

６　

住
シ
テ

誨フ
ル
ニ

以

ヲ
シ
ウ

要
法
ヲ㆒

発
ス

菩
薩
ノ

意
ヲ㆒

既
云
臨
滅
度
ト㆒

知
（
┌
㋑
㋺
明
）
ヌ

未
タス

入
無
余
滅
㆒

７　

若
入
テ

無
余
滅
㆒

灰
身
滅
智
セ
ハ

猶
如
虚
空
㆒

何（
何
：
㋑
㋺
仏
）

住
テ
カ

誰
カ

前
ニ

誨
ヘ
ム

［
一
六
丁
裏
］

１　

何
等
ノ

法
㆒ヲ
カ

也

２　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難身

延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
七



３　

山
家
救
云
汝
カ

已
今
当
ノ

失
ハ

北
轅
カ

自
所
犯
不
ヤ

是
レ

山
家
ノ

犯
不（
不
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

汝
今

４　

諦
聴
善
思
念
之
ヲ㆒

山
家
ノ

所
引
㆒

文
ハ

但
有
リ

是
人
雖
生
滅
度
之

５　

惣想

入
於
涅
槃
而
於
彼
土
求
仏
智
恵
得
聞
是
経
句
以
無
当
入
涅
槃
之

６　

句
ニ㆒

今
北
轅
者
以
テ

何
ノ

当
ノ

字
㆒

偽
テ

責（
責
：
㋑
㋺
嘖
）

メ　セ
ム

已
今
ヲ㆒

若
云
ハ
ヽ

引
ク
ト

生
滅
度
想

７　

当
入
涅
槃
之（

┌
㋑
㋺
経
）

文
ヲ

其
（
└
㋑
㋺
者
）
ノ

句
当
ノ

一
字
ハ

為
ム

説
過
去
ノ

事
ヲ㆒

為
ム

説
ト
ヤ

未
来
ノ

事
ヲ㆒

［
一
七
丁
表
］

１　

為
説
ト
ヤ

現
在
ノ

事
ヲ㆒

若
言
過
去
㆒

者
全
ク

違
ス

経
ノ

文
ニ㆒

其
ノ

句
ノ

首
ニ

云
ヘ
リ

我
滅
度

２　

後
復
有
弟
子
㆒

是
ノ

故
ニ

明
ニ

知
ヌ

汝
カ

已
入
ノ

責（
責
：
㋑
㋺
嘖
）

セ
メ

還
テ

永（
永
：
㋑
㋺
示
）

ク

汝
愚
ナ
リ

若
言
現
在
㆒

３　

者
亦
違
ス

経
文
ニ㆒

汝
今
入
ノ

責（
責
：
㋑
㋺
嘖
）

セ
メ

重
テ

顕
ス

汝
カ

愚
ヲ㆒

若
言
当
来
㆒

者
汝
当
入

４　

之
言
定
当
入
之
当
其
経
文
云
入
於
涅
槃
而
於
彼
土
故
若
言
臨
当
之

５　

当
ト㆒

者
彼
土
之（
┌
㋑
㋺
言
）

有
相
違
㆒

也

６　

夫
授
記
当
成
之
当
字
豈
同
臨
当
之
字
㆒

哉
正
法
花
文
余

７　

処
所
説
彼
土
求
恵
得
聞
是
経
豈
非
已
入
無
余
之
彼
哉
北
轅
者

［
一
七
丁
裏
］

１　

未
解
龍
樹
論
執
瑠
璃
空
未
聞
蜜（

蜜
：
㋑
密
）
厳
教（
┌
㋑
㋺
謂
）

熱
鉄
空
者
異
是
故

２　

名
四
不
通
也

３　
　
　

山
家
問
難

４　
　
　

問（
┌
㋑
㋺
以
）

小
乗
済
度
第
八

５　

問
我
釈
迦
如
来
為
終
以
小
乗
済（

済
：
㋑
㋺
斉
）

度
趣
寂
已
否

６　

答
趣
寂
二
乗
者
終
以
小
乗
済（

済
：
㋑
㋺
斉
）

度
彼
類
不
廻
心
向
大
故（
┌
㋑
㋺
終
）

趣
無
余

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
八



７　

涅
槃
故　

難
曰
若（
若
～［
一
八
丁
表
］１
故
云
：
㋑
㋺
○
）

趣
寂
二
乗
者
終
以
清
浄
済
度
彼
類
不
廻
心

［
一
八
丁
表
］

１　

向
大
故
終
無
余
涅
槃
一
故
云
違
法
花
経
第
一
巻
方
便
品
云
終
不
以

２　

小
乗
済
度
於
衆
生

３　
　
　

北（
北
～
４
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

４　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
八
問
難
曰（

曰
～
６
生
：
㋑
㋺
○
）

趣
寂
二
乗
者
終
小
乗
済
度

５　

彼
類
不
廻
心
向
大
故
終
趣
無
余
涅
槃
者
違
法
花
経
方
便
品
之
終
不
以

６　

小
乗
済
度
於
衆
生　

今
愍
教
授
云
四
十
年
以
前
雖
不
簡
別
定

７　

不
定
性
以
小
乗
済
度
而
至
法
花
会
度
不
定
性
以
大
乗
法
不

［
一
八
丁
裏
］

１　

以
小
乗（

┌
㋑
㋺
度
）

故
云
終
也

２　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
○
）

家
救
難

３　

山
家
救
云
北
轅
会
釈
都
無
道
理
所
以
者
何
四（

┌
㋑
㋺
十
）

年
以
前
簡
別
不
定

４　

性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

以
大
乗
済
度
故
汝
宝
積
深
密
諸
大
乗
経
送
却
天
竺
而
後

５　

可
云
㆒

四
十
年
以
前
雖
示（
示
：
㋑
㋺
不
）

簡（簡：
㋺
聞
）
別
定（
┌
㋑
㋺
不
定
）

性
以
小（
┌
㋑
㋺
乗
）

済（済：
㋑
㋺
斉
）

度
也
今（
今
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

其
経
現
有

６　

海
内
経
蔵
何
無
簡
別
哉
未
入
正
位
不
定
二
乗
法
花
之
前
以
大
済（

済
：
㋑
㋺
斉
）

７　

度
已
入
正
位
定
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

二
乗
至
法
花
会
以
大
済（
済
：
㋑
㋺
斉
）

度
此
会
不
在
迦

［
一
九
丁
表
］

１　

葉
伝
説
唯
除
第
五
驚
怖
自
余
四
驚
怖
皆
入
真
実
衆
俱

２　

得
成
仏
記
故
経
云
終
不
以
小（

┌
㋑
㋺
乗
）

済（済：
㋑
㋺
斉
）

度
於
衆
生
汝
違
五
仏
平
等
恵

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

九
九



３　

恒
執
五
性（
性
：
㋑
㋺
姓
）

差
別
義
謗
人
謗
法
都
不
息
不
可
治
人
非
汝
誰
是
故
名

４　

四
不
通
也

５　
　
　

山
家
問
難

６　
　
　

問
釈
迦
未
極
化
第
九

７　

問
我
釈
迦
大
師
為
此
趣
寂
授
以
小
乗
化
為
極
也
為
当　　（
㋑
㋺
未
）

成〻
極
耶

［
一
九
丁
裏
］

１　

答
我
釈（

釈
迦
大
師
：
㋑
㋺
大
師
釈
迦
）

迦
大
師
為
此
趣
寂
機
以
小
乗
化
為
極
此
人
不
廻
心（
┌
㋑
㋺
亦
）

不
向

２　

大
故

３　

難
云
若（

若
～
４
者
：
㋑
㋺
○
）

我
釈
大
師
為
此
趣
寂
機
以
小
乗
化
為
極
也
此
人
不
廻
心
不

４　

向
大
故
者
ノ

違
法
花
経
第
一
巻
方
便
品
偈（
偈
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

云
若
以
小
乗
化
乃
至
於

５　

一
人
我
則
堕
慳
貪
此
事
為
不
可
也

６　
　
　

北（
北
～
７
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

７　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
九
問
難
曰（

曰
～［
二
〇
丁
表
］３
可
：
㋑
㋺
○
）

若
釈
迦
大
師
為
此

［
二
〇
丁
表
］

１　

趣
寂
機
以
小
乗
化
㆒

為
極
也
此
人
不
廻
心
亦
不
向
大
故
者
違
法
花

２　

経
方
便
品
偈
曰
若
以
小
乗
乃
至
於
壱
人
我
則
堕
慳
貪
此
事
為

３　

不
可

４　

今
愍
教
授
云
此
不
異
前
問
故
同
前
答
曰
不
定
性
舎
利
弗（

┌
㋑
㋺
等
）

二
乗
人

５　

至
法
花
会
根
機
已
熟
而
我
釈
迦
同
四
十（

┌
㋑
㋺
年
）

前
猶
以
小
乗
化
乃
至
一
人

６　

我
則
堕
慳
貪（

貪
：
㋑
会
）
何
以
故
仏
自
証
大
乗
以
小
乗
化
余
二
乗
故
此
事

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
〇



７　

為
不
可
也

［
二
〇
丁
裏
］

１　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

２　

山
家
救
云
此
会
釈
不
爾
違
法
花
意
故
其
法
花
正
意
以
大
小
相

３　

対（
対
：
㋑
㋺
前
）

称
小
為
壱
人
不
以
定（
┌
㋑
㋺
不
定
）

称
不
定
為
一
北
轅
者（
┌
㋑
㋺
由
）

何
隠（└
㋑
㋺
以
）

小
之（
之
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

化
存
無

４　

量
定
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

今
堕
釈
迦
尊
慳
貪
乃（
乃
：
㋑
㋺
及
）

不
可
明
知（
┌
㋑
㋺
北
）

轅
者
非
釈
迦
仏
子

５　

是
故
名
四
不
通
也

６　
　
　

山
家
問
難

７　
　
　

問
不
定
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

者
捨
身
第
十

［
二
一
丁
表
］

１　

問
不
定
姓
二
乗
者
捨
此
身
已
得
変
易
身
若
不
捨
此（

此
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

身
留
有
報
身

２　

増
寿
変
易
也　
　

答
不
定
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

二
乗
不
捨
此
身
留
有
報
身
増

３　

寿
変
易
也　
　
　

難
云
若（

若
～
４
者
：
㋑
㋺
○
）

不
定
姓
二
乗
不
捨
此
身
留
有
報

４　

身
増
寿
変
易
者
違
法
花
経
第
三
巻
授
記
品
云
我
此
弟
子
大
目

５　

揵
連
捨
是
身
已
得
見
八
千
二
百
万
億
諸
仏
世（

世
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

尊
也

６　
　
　

北（
北
～
７
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

７　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
十
問
難
曰（

曰
～［
二
一
丁
裏
］２
尊
：
㋑
㋺
○
）

若
不
定
姓
二
乗
不
捨
身

［
二
一
丁
裏
］

１　

留
有
報
身
増
寿
変
易
者
違
法
花
経
三
巻
授
記
品
云
我
此
弟
子

２　

大
目
揵
連
捨
是
身
已
得
見
八
千
二
百
万
億
諸
仏
世
尊

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
一



３　

今
愍
教
授
云
不
定
姓
二
乗
延
分
段
身
至
金
剛
位
愚
智
共
許

４　

然
所
云
大
目
揵
連
捨
是〻
此
身
已
者
隠
実
変
易
身
別
作
◦化

身
於

５　

同
法
者
前
化
火
焼
身
現
入
無（

無
：
㋺
経
）
余
涅
槃
依
此
化
身
而
同
法
者
皆
作

６　

此
意（

意
：
㋑
㋺
念
）

言
大
目
揵
連
等
已
入
無
余
涅
槃
以
前
十
問
答
中（
中
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

広
説
如

７　

辺
（
┌
㋑
㋺
中
）義鏡
恵
日
羽
足（
┌
㋑
㋺
及
）

遮
異
見
恐
厭
繁
文
不
煩
重
述
也

［
二
二
丁
表
］

１　
　
　

山
家
救
難

２　

山
家
救
云
不
定
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

二
乗
延
分
段
身
至
金
剛
位
愚
智
共
許
者

３　

此
云
不
爾
但
愚
者
為
許
智
者
不
許
故
当
知
道
生
吉
蔵
霊
潤（

潤
：
㋑
㋺
国
）

法

４　

宝
法
蔵
恵
苑
定
賓
澄
観
法
相
宗
義
寂（

寂
：
㋑
㋺
家
）

義
一
良
賁
等
新

５　

羅
国
元
暁
法
師
我
大
日
本
国
上
宮
聖
徳
王
約
一
乗
実
教
都
不
許

６　

延
身
北
轅
者
学
無
薬
師
独
居
東
隅
何
輒
得
知
愚
智
共
許
其

７　

愚
誰
人
其
智
何
人
況
復
天
竺
東（

東
居
：
㋑
㋺
来
唐
）

居
曇
牟
讖
三
蔵
流
支
三
蔵

［
二
二
丁
裏
］

１　

真
諦
三
蔵
実
叉
難
陀
三
蔵
日
照
三
蔵
流
志
三
蔵
金
剛
智

２　

三
蔵
無
畏
三
蔵
不
空
三
蔵
般
若
三
蔵
等
立
悉
有
仏
性
盛

３　

伝
一
乗
教
定
性（

性
之
三
種
：
㋑
㋺
姓
）

之
三
種
二
乗
具
三
種
余
必
死
闡
提
皆
悉

４　

成
仏
況
復
馬
鳴
菩
薩
龍
樹
菩
薩
俱
得
経
記
天
親
菩
薩
堅
恵
菩
薩

５　

青
弁
論
師
智
光
論
師
説
内
証
一
乗
伝
三
平
等
義
況
復
我
南

６　

岳
天
台
昔
仏
在
世
時
於
霊
鷲
山
中
親
聴
法
花
経
願
力
生
隋

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
二



７　

国
伝
説
一
乗
義
大
唐
聖
僧
中
両
聖
為
尭
舜
伝
録
豈
伝
空（
空
：
㋑
㋺
＋
哉
）

［
二
三
丁
表
］

１　

北
轅
者
未
勘
目
連
所
殺
之
滅
化
身
灰
滅
妄
語
甚
哉
上
来
十

２　

救
随（

隨
：
㋑
㋺
堕
）

通
略
救
具（
具
：
㋑
㋺
広
）

如
別
置（
置
：
㋑
㋺
章
）

説
是
故
名
四
不
通
也

３　
　

山
家
問
難

４　

法
相（

相
：
㋑
㋺
性
）

宗　

山
家
問
難　
〈（〈
十
一
条
〉：
㋑
㋺
ナ
シ
）

十
一
条
〉

５　

問
門
外
三
車
之
中
牛
車
与
露
地
白
牛
車
同
異
第
一

６　

問
門
外
三
車
之
中
牛
車
与
露
地
白
牛
車
為
同
為
異
㆒

耶

７　

答
門
外
三
車
之
中
牛
車
与
露
地
白
牛
車
者
因
果
不
異
㆒

［
二
三
丁
裏
］

１　

故
為
同
也

２　

難
云
若（

若
～
３
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
三
車
之
中
与
露
地
白
牛
車
者
因
果
不

３　

異
故
為
同
者
違
法
花
経
第
二
譬
喩
品
云
是
時
諸
子
各
乗
大
車

４　

得
未
曽
有
非
本
所
望
也

５　
　
　

北（
北
～
州
：
㋑
㋺
○
）

轅
会
釈

６　

奥
州
北
轅
者
通
曰
法
花
末
学
者
依
三
車
譬
発
十
問
難

７　

第
一
問
難
曰
若
言
門
外
三
車
之
中
牛
車
露
地
大
白
牛
車
者

［
二
四
丁
表
］

１　

因（
因
：
㋑
同
）
果
不
異
故
為
同
者
違
法
花
経
第（
第
～
２
所
望
：
㋑
㋺
○
）

二
譬
喩
品
云
是
時
諸
子
各

２　

乗
大
車
得
未
曽
有
非
本
所
望　

今
愍
教
授
云
望
中
小
二
子
名

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
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３　

非
本
所
望
非
大
子
名
非
本
所
望
何
以
故
法
花
三
周
領
解
文
中

４　

唯
中
小
二
子
領
解
牛
車
太（

太
：
㋑
㋺
大
）

子
不
領（
┌
㋑
㋺
解
）

牛
車
故
也

５　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
○
）

家
救
難

６　

山
家
救
云
望（望～［
二
四
丁
裏
］１
者
：
㋑
㋺
○
）

中
◦小

二
子
一
名
非
本
所
望
非
大
子
名
非
本
所
望
何
以

７　

故
法
花
三
周
領
解
文
中
唯
中
小
二
子
領
解
牛
車
㆒

大
子
不
領

［
二
四
丁
裏
］

１　

解
牛
車
㆒

故
者
是
則
為
救
自
義
棄ソ
ム
ク

分
明（
明
：
㋑
㋺
別
）

文
㆒

尋
領
解
文
北

２　

轅
妄
会
所
々
非
一
海（

海
：
㋑
㋺
汝
）

初
周
之
中
迷
天
子
領
解
㆒

無
大
子
領
解

３　

北
轅
者
常
迷
令
指
分
明
又（

又
：
㋑
㋺
文
）

令
向
南
越
方
㆒

其
宅
内
所
許

４　

門
外
三
車
門
外
都
無
是
故
三
子
各
々
願
云
父（

父
：
㋑
㋺
文
）

先
所
許

５　

玩
好
之
具
羊
車
鹿
車
牛
車（

┌
㋑
㋺
願
）

時
賜
与
也
若
三
中

６　

牛
車
門
外
現
有
何
故
大
子
願
時（

時
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

賜
与
也
又
諸
子
之

７　

言
願
車
之
時
由
何
冠
三
非
本
之
時
由
何
冠
二
若
非
本

［
二
五
丁
表
］

１　

所
望
不
開
大
子
者
賜
車
之
時
不
可
乗
車
若
爾
各
乗
之

２　

義
已
失
壊
当
知
非
本
所
望
言
当
同
三
子
語
是
故
文
殊

３　

答
問
偈
云
諸
求
三
乗
人
若
有
疑
悔
者
仏
当
為
除
断
令
尽

４　

無
有
余
是
ノ

故
ニ

未
免
其
難
也

５　
　

山
家
問
難　

問
三
子
願
三
車
第
二

６　

問
諸
子
得
出
露
地
㆒

而
坐
願
父（
父
：
㋑
㋺
文
）

先
所
許
玩（
玩
：
㋑
既
）
好
之
具
時
為
唯
二

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
四



７　

乗
子
願
車
㆒

為
当
菩
薩
子
願
車
耶

［
二
五
丁
裏
］

１　

答
唯
二
乗
子
願
車
㆒

菩
（
┌
㋑
㋺
其
）薩子　　（

㋑
㋺
不
）

◦不
歟

願
車
㆒

也

２　

難イ
ヤ
書
歟

云
唯（
唯
～
３
者
：
㋑
㋺
○
）

二
乗
子
願
車
㆒

菩
薩
子
不
願
車
也

３　

難
曰
唯
二
乗
子
願
車
㆒

共
菩
薩
子
不
願
車
㆒

者
違
法
花
経
第
二

４　

譬
喩
品
言
時
諸
子
等
各
白
父
言
父
先
所
許
玩
好
之
具
羊

５　

車
鹿
車
牛
車
願
時
賜
与
也

６　
　
　

北（
北
～
７
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

７　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
二
問
難
曰
唯（

唯
～［
二
六
丁
表
］１
与
：
㋑
㋺
○
）

二
乗
子
願
車
㆒

［
二
六
丁
表
］

１　

白
父
言
父
先
所
許
玩
好
之
具
羊
車
鹿
車
牛
車
願
時
賜
与

２　

今
愍
教
授
云
菩
薩
大
子
索
㆒

与
不
索
㆒

俱
無
有
妨
何
者
菩
薩
大
子

３　

先
已（

已
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

乗
レ
リ

何
ソ

用
索
コ
ト
ヲ

為
是
名
不
索
無（
無
妨
：
㋑
㋺
玩
好
）

妨
亦
菩
薩
大
子
索
牛
車
㆒

４　

亦
無
妨
之
何
者
地
前
菩
薩
修
シ
テ

有
漏
三
恵
㆒

求
説（
説
：
㋑
㋺
証
）

初
地
無（
無
漏
二
空
：
㋑
㋺
二
空
無
漏
）

漏
二
空
種

５　

智
㆒

是
名
索
牛
車
㆒

地
上
菩
薩
修
無
漏
三
恵
㆒

求
証
仏
果
種
智
是
名

６　

索
牛（

牛
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

車
故（└
㋑
㋺
名
）

索
不
索
無
妨
也

７　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

［
二
六
丁
裏
］

１　

山
家
救
云
菩
薩
大
子
先
已
乗
何
用
索
㆒

為
是
名
ト

不
索
無
妨
㆒

者

２　

是（
┌
㋑
㋺
何
）

位
菩
薩
又（
又
：
㋑
㋺
亦
）

其
先
已
乗
者
是
何
車
何
所
乗
シ
テ

為
門
外
牛
車
㆒

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
五



３　

為
露
地
牛
車
若
二
乗
者
多
有
過
失
北
轅
者
偏
救
自
妄
義
㆒

４　

会
乱
一
乗
経
非
法
説
法（
法
王
説
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

王
説
非
法
豈
非（
┌
㋑
㋺
北
）

轅
者
㆒

哉
汝
今
諦

５　

聴
善
思
念
之
今
示
内
証
仏
北
轅
今
廻
心（

┌
㋑
㋺
其
）

父
先
所
許
車
宅

６　

内
無
所
与
何
大
子
先
乗
明
知
先
乗
之
言
大
妄
語
也

７　

又
地
前
所
索
初
地
二
空
無
漏
種
智
此
義
可
爾
地
上
所
索
仏
果

［
二
七
丁
表
］

１　

種
智
有
教
無
人
亦
無
所
証
汝
所
索
㆒

種
智
者
是
理
外
依
他
夢

２　

仏
種
智
是
故
大
子
同
彼
羊
鹿
願
車
云
羊
車
鹿
車
牛
車

３　

願
時
賜
与
其
種
智
者
宅
内
所
許
㆒

牛
車
故
其
牛
車
者
権

４　

智
所
作
唯
有
名
字
無
有
実
義
㆒

是
故
長
者
門
外
無
与
コ
ト

三
種

５　

宝
車
也　

今
釈
迦
尊
所
賜
宝
車
㆒

者
実
知
所
示
内
証
甚
ヽ（
ヽ
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

６　

深
真
如
覚
仏
一
切
種
智
是
故
大
子
同
彼
二
乗
㆒

非
本
所（
┌
㋑
㋺
望
）

以
不
是

７　

宅
内
所
許
牛
車
故
明
知
大
子
索
車
深
契
道
㆒

大
（
┌
㋑
㋺
理
）子先
乗（
┌
㋑
㋺
法
）

北

［
二
七
丁
裏
］

１　

轅
妄
語
也
是
故
未
免
其
難
也

２　
　

山
家
問
難

３　
　
　

問
以
二
車
引
諸
子
与（

与
：
㋑
㋺
子
）

牛
車
第
三

４　

問
唯
以
羊
鹿
二
車
㆒

為
引
車
㆒

若
以
牛
車
㆒

亦
為
引
車
耶

５　

答
正（

正
：
㋺
止
）
義
之（之：
㋑
㋺
ナ
シ
）

意
以
羊
鹿
二
車
為
引
車
也

６　

難
曰
若（

若
～
者
：
㋑
㋺
○
）

正
義
之
意
以
羊
鹿
二
車
㆒

為
引
車
者
違
法
花
経（
┌
㋑
㋺
第
）

二
譬

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
六



７　

喩
品
云
舎
利
弗
如
彼
長
者
初
以
三
車
誘
引
諸
子
也

［
二
八
丁
表
］

１　
　

北（
北
～
２
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

２　

奥
州（

┌
㋑
㋺
北
）

轅
者
通
曰
末
学（
┌
㋑
㋺
者
）

第
三
問
難
曰
若（
若
～
３
子
：
㋑
㋺
○
）

正
義
之
意
羊
車

３　

誘
引
諸
子
今
愍
教
授
云
羊
鹿
二
車
為
誘
引
車
非
牛
車
也

４　

然
経
云
初
以
三
車
㆒

誘
引
諸
子
㆒

者
言
惣
意
別
言
惣
雖
言

５　

三
車
㆒

而
意
別
顕
以
羊
鹿
二
車
誘
引
中
小
子
何
以
故
三
乗

６　

之
中
大
乗
即
是
一
乗
故
経
云
初
以（

以
：
㋑
㋺
説
）

三
乗
引
導
衆
生（
┌
㋑
㋺
然
後
）

但
以
大
乗

７　

而
度
脱
也（

也
：
㋑
㋺
之
）

［
二
八
丁
裏
］

１　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

２　

山
家
救
云
羊
鹿
二
車
為
誘
引
車
非
牛
車
㆒

也
者
北
轅
臆
度

３　

言
不
是
経
正
義
所
以
者
何
ト
ナ
レ
ハ

経
云
仏
以
方
便
力
示
以
三
乗
教
又
論
云

４　

彼
三
乗
者
唯
有
名
字
章
句
言
説
非
有
実
義
〈
已
上（

┌
㋑
㋺
経
）

／
論
文
〉
若（
┌
㋑
㋺
如
）

北
轅

５　

語
応
云
彼
二
乗
者
所
釈
々
迦
経
能
釈
天
親
論
俱
遮
三
乗
教

６　

東
隅
北
轅
者
何
執
牛（

┌
㋑
㋺
非
）

引
㆒

也
況
乎
開
元
皇
帝
製
一
行

７　

師
碑
云
千
門
法
花
撥
去
三
車
〈
已
上
／
碑
文
〉
其
開
元
皇
帝
問
天
竺

［
二
九
丁
表
］

１　

三
蔵
其
一
行
大
徳
禀
中
天
三
蔵
若
不　　（
㋑
㋺
信
）

■シ
ン

此
説
㆒

更
無
可
信
師
㆒

２　

也
北
轅
者
習
常
分
明
難
会
文
千
番
用
惣
言
定
姓
二
乗
文
万（
┌
㋑
㋺
番
引
不
定
今
復
迷
実
一
実
大
邪［
㋺
耶
］執
権
一
亦
権
大
夫
）

一
大

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
七



３　

難（
難
：
㋑
㋺
雖
）

名
別
実
大
実
一
同
一（
一
々
大
々
：
㋑
㋺
一
大
一
大
）

々
大
々
其
名
雖
同
権
一
実
一
其
義
別
異

４　

権
大
実
大
義
旨
不
同
当
知
引
一
引
大
是
権
不
実
与
一
与
大
是

５　

実
不
権
若
牛
車
不
引
大
子
㆒

無
別
㆒

火
宅
三
子
聞
車
出
宅
開

６　

譬
合
譬
皆
俱
不
成
明
知
北
轅
臆
度
但
恥
避
遇
大
愚（

愚
：
㋑
㋺
陽
）

智
者

７　

謬
句（

句
：
㋑
㋺
勿
）

許
之
当
知
未
免
其
難
㆒

也

［
二
九
丁
裏
］

１　
　
　

山
家
問
難

２　
　
　

問
門
外
牛
車
㆒

何
智
所
用
第
四

３　

問
門
外
牛
車
者
為
方
便
智
所
用
㆒

為
当
真
実
智
所
用
耶

４　

答
曰
門
外
牛
車
者
真
実
知
所（

所
：
㋑
断
）
用
也

５　

難
曰
若（

若
～
用
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
者
真
実
智
所
用
者
違
法
花
経
第
二

６　

譬
喩
品
云
爾
時
長
者
即
作
是
念
此
舎
已（

已
為
：
㋑
㋺
為
已
）

為
大
火
所
焼
我
及
諸

７　

子（
┌
㋑
㋺
若
）

不
時
出
必
為
所
焚
我
今
当
設
方
便
令
諸
子
等
得
免
斯
害

［
三
〇
丁
表
］

１　

乃
至
云
如
此
種
々
羊
車
鹿
車
牛
車
今
在
門
外　　（
㋑
㋺
可
）

◦■

以
遊
戯
也

２　
　
　

北（
北
～
３
州
：
㋑
㋺
○
）

轅
会
釈

３　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
四
問
難
曰
若（

若
～
４
用
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
者

４　

真
実
智
所
用
者
違
法
花
譬
喩
品
云
爾
時
長
者
即
作
是
念

５　

此
権（

権
已
為
大
：
㋑
㋺
舎
為
已
）

已
為
大
火
所
焼
我
及
諸
子
若
不
時
出（
┌
㋑
㋺
必
）

為
所
焚
我
今
当
設

６　

方
便
令（

令
～
７
戯
：
㋑
㋺
○
）

諸
子
等
得
免
斯
害
乃
至
如
此
種
々
羊
車
鹿
車
牛

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
八



７　

車
今
在
門
外
可
以
遊
戯

［
三
〇
丁
裏
］

１　

今
愍
教
授
云
此
不
異
前
疑
㆒

故
准
前
答
可
知
也

２　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難　
　
　

山
家
救
云
北
轅
者
難
会

３　

難
答
常
云
准
前
答
可
知
今
計
先
答
㆒

已
妄
後
知
何
実
是

４　

故
未
免
其
難
也

５　
　
　

山
家
問
難

６　

問
門
外
牛
車
与
衣
裓
机
案
同
異
第
五

７　

問
門
外
牛
車
与
衣
裓
机
案
為
同
為
異
也

［
三
一
丁
表
］

１　

答
曰
衣
裓
机
案
者
二
乗
因
乗
故
不
同
牛
車
㆒

或
云
果
化
喩
故
与

２　

牛
車
同
也

３　

難
曰
若
言
二
乗
因
乗
故
不
同
牛
㆒

者
違
法
花
経
第
二（
┌
㋑
㋺
巻
）

譬
喩

４　

品
舎
利
弗
是
長
者
作
是
思
惟
我
身
手
有
力
当
以
衣
裓
若
以

５　

机
案
従
舎
出（

出
之
：
㋑
㋺
之
出
）

之
若
言
果
化
喩
故
与
牛（
牛
：
㋺
午
）
車
同
者
違
同
品（
品
：
㋑
㋺
＋
云
）

６　

合
譬
文
云
如
来
亦
復
如
是
雖
有
力
無（
┌
㋑
㋺
所
）

畏
而
不
用
㆒

也（
也
：
㋑
㋺
之
）

７　
　
　

北（
北
～［
三
一
丁
裏
］１
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

［
三
一
丁
裏
］

１　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
五
問
難
曰（

曰
～
５
之
：
㋑
㋺
○
）

若
二
乗
因
乗
故
不

２　

同
牛
者
違
法
花
譬
喩
品
云
舎
利
弗
是
長
者
作
是
思
惟

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
〇
九



３　

我
身
手
有
力
当
以
衣
裓
若
以
机
案
従
舎
出
之
若
言
化
喩

４　

故
与
牛
車
同
者
違
同
品
合
譬
文
云
如
来
亦
復
如
是
雖
有
力

５　

無
所
畏
而
不
用
之

６　

今
愍
教
授
云
汝
迷
経
法
喩
而
張
疑
網
㆒

不
能
正
解
我
先
釈
経

７　

文
後
釈
大
意
㆒

所
言
㆒

身
有
力
㆒

者
謂
仏
智
恵
即
喩
机
案
㆒

所
言
㆒

［
三
二
丁
表
］

１　

手
有
力（

┌
㋑
㋺
者
）

謂
仏
神
通
即
喩
衣
裓
仏
作
是
思
惟
㆒

我
悉
具
足

２　

此
二
勝
徳
二
乗
衆
生（

┌
㋑
㋺
座
）

雖
無
修
大
行
求（
求
：
㋺
来
）
出
家
意
当
以
智
恵
之

３　

用
机
案
頓
授
中
根
衆
生
円
覚
以
神
通
云
用
衣
裓
頓
抜

４　

下
根
衆
生
㆒

従
三
界
舎
出
耶
以
上
根
菩
薩
㆒

者
能
行
一
乗
因
㆒

出

５　

於
三
界
如
彼
大
子
能
自
従
門
出
此
中
不
説
今
此
説
不
定
性
二

６　

乗
㆒

者
故
中
根
独
覚
不
行
一
乗
因
不
彼（
彼
：
㋑
㋺
仮
）

仏
神
力
俱
応
藉
仏
智

７　

恵
之
用
如
彼
中
子
不
能
従
門
不
仮
人
手
俱
授
机
案
令
其

［
三
二
丁
裏
］

１　

自（
自
：
㋑
㋺
因
）

昇
従
舎
㆒

而
出
即
下
根
声
聞
不
能
行
大
乗
之
因
亦
不
能
因
仏

２　

智
恵
力
応
与
之
神
通
如
彼
小（

小
：
㋑
㋺
少
）

子
不
能
従
門
不
能
昇
案
但

３　

以
衣
裓
裹（

裹
：
㋑
㋺
裏
）

之
而
出
此
言
意
顕
仏
姓（
姓
：
㋑
㋺
始
）

坐
道
場
観
樹
亦
経

４　

行
於
三
七
日
中（

中
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

思
惟（惟：
㋑
㋺
帷
）

如
是
事
為
説
一
乗
為
説
三
乗
尋
念

５　

過
去
仏
所
行
方
便
力
不
用
仏
所
得
智
恵
力
及
神
通
力
即
趣

６　

波
羅
奈
為
五
比
丘
只（

只
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

説
三
乗
此
即
若
説
一
乗
為
衆
生
損
若

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
〇



７　

説
三
乗
為
衆
生
益
然
所
説
三
乗
中
大
乗
即
是
一
乗
汝
所
引

［
三
三
丁
表
］

１　

経
文
中
不
喩
菩
薩
従
門
出
宅
故
何
尋
同
異
也

２　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

３　

山
家
救
云
北
轅
者
先
釈
経
後
釈（

┌
㋑
㋺
経
）

意
者（└
㋑
㋺
也
）

已
背
自
宗
何
況
他
宗

４　

具
述
有
過
古
師
義
返
違
疏
主
科
文
意
先
示
疏
主
科
文
意

５　

後
顕
彼
主（

主
：
㋑
㋺
宗
）

新
科（科：
㋑
㋺
判
）

文
初
示
疏
主
科
文
意
者
第
二
示
大
不
悕
喩

６　

有
四
第（

┌
㋑
㋺
一
）

思
大
乗
果
化
喩
第
二
念
大
乗
因
化
喩
第
三
念
随
示
大

７　

乗
行
化
第
四
無
怖
取
之
化
第（

┌
㋑
㋺
一
）

思
大
乗（
┌
㋑
㋺
果
）

化　

経
云
舎
利
弗
是

［
三
三
丁
裏
］

１　

長
者
作
是
思
惟
我
身
手
有
力
当
以
衣
裓
若
以
机
案
従
舎

２　

出
之　

第
二
念
大
乗
因
化　

経
云
復
更
思
惟
是
舎
唯
有

３　

一
門
而
復
狭（

狭
小
：
㋑
㋺
挍
少
）

小
〈
已
上
／
経
文
〉
此
亦
有
三
即
初
念
初
不
能
依
大
教
行
也

４　

二
念
若
起
誹
謗
沈
栄
悪
道　

経
云
諸
子
幻（

幻
：
㋑
㋺
幼
）

稚（稚：
㋺
雅
）
未
有
所
識（
識
：
㋑
㋺
浅
）

５　

恋
著
戯
処
或
当
堕
落
為
火
所
焼　

三
念
示
衆
生
密

６　

説
大
乗
経
云
我（

我
：
㋑
或
）
当
為
説
怖
畏
之
事
此
舎
已
焼
宜
時
疾

７　

出（
┌
㋑
㋺
無
）

令
為
火
之
所
焼
害

［
三
四
丁
表
］

１　

第
三
随
示
大
乗
行
化　

経
云
作
是
念
已
如
所
思
惟
具
告
諸

２　

子
汝
等
速
出

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
一



３　

第
四
無
悕（
悕
：
㋑
㋺
怖
畏
）

取
之
化
有
二
初
不
悕（
悕
：
㋑
㋺
怖
）

信　

経
云
父（
父
：
㋑
㋺
文
）

雖
憐
愍
善（
善
：
㋑
㋺
＋
言
）

４　

誘
喩
而
諸
子
等（
等
：
㋺
第
）
楽
著
嬉
戯
不
肯
信
受
後
不
驚
厭
経
云

５　

不
驚
不
畏
了
無
出
心
亦
復
不
知
何
者
是
火
何
者
為
捨（

捨
：
㋑
㋺
舎
）

云
何

６　

為
失
但
東
西
走
戯
視
父
而
已
上
来
四
段
但
明
示
大
不
悕（

悕
悕
：
㋑
㋺
怖
）

悕
喩

７　

豈
有
小
乗
化
哉
若
此
文
中
如（

┌
㋑
㋺
此
）

北
轅
語
衣
裓
机
案
是
出
二
乗

［
三
四
丁
裏
］

１　

何
用
羊
鹿
又
菩
薩
子
自
出
正
門
何
用
牛
門
当
知
此
四
段

２　

之（
之
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

中
無
別
三
乗
教
但
有
実
一
乗
是
故
更
設
方
便
門
外

３　

許
車
其
衣
裓
机
案
文
第
一
果
化
科
何
喩
小
因（

因
：
㋑
㋺
由
）

先
示

４　

疏
主
科
竟
後
顕
彼
宗（

┌
㋑
㋺
断
）

判
文
者
慈
恩
法
花
玄
賛
第
一

５　

行
妙
法
文
云
二
乗
之
因
悲
智
所
謗（

謗
：
㋑
㋺
誘
）

名
衣
裓
机
案
大
唐

６　

開
元
八
年
暮
秋
大
乗
基
恣（

恣
：
㋑
㋺
孫
）

弟
子
智
周
造
法
花
摂
釈
云

７　

疏
悲
智
所
誘
名
衣
裓
等
者
問
譬
喩
品
云
当
以
衣
裓

［
三
五
丁
表
］

１　

従
舎
出
之
復
更
思
惟
乃
至
当
設
方
便
等
准
彼
経
文
不
以

２　

衣
裓
々
々
若
是
二
乗
因
行
何
不
用
耶

３　

答
此
叙
古
釈
非
疏
主
志（

志
：
㋑
㋺
意
）

此
亦（亦：
㋑
㋺
立
）

不
然（
然
：
㋑
㋺
爾
）

豈
有
過
者
便
指
古
人

４　

答
疏
主
解
彼
衣
裓
等
文
云
果
化
喩
故
知
此
処
非
疏
主
意

５　

又
復
本
師
親
承
疏
主
相
伝
不
謬
〈
已
上
／
宗
判
〉
明
知
独
覚
机
案
声
聞

６　

衣
裓
定
是
古
義
也
又
我
日
本
国
元
興
寺
摂
釈
未
来
時
或
師

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
二



７　

偏
見
疏
以
衣
裓
机
案
為
二
乗
因
果（
果
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

乗
後
摂（摂：
㋑
㋺
接
）

釈
来
時（
┌
㋑
㋺
諸
）

寺
古
徳

［
三
五
丁
裏
］

１　

等
改
先
未
了（

┌
㋑
㋺
央
）

皆
順
摂（
摂
：
㋑
㋺
接
）

釈
義
今
東
土
北
轅
未
改
邪
師
伝
違

２　

背
疏
主
意
近
違
摂
釈
判（

┌
㋑
㋺
定
）

是
以
出（
出
：
㋑
㋺
山
）

家
引
動
汝
宗
義
摧（
摧
：
㋑
㋺
推
）

壊
汝

３　

執
城
汝
迷
権
実
義
何（

┌
㋑
㋺
不
）

尋（└
㋑
㋺
同
）

異
是
故
未
免
其
難
也

４　
　
　

山
家
問
難　

問
門
外
牛
車
為
何
教
喩
第
六

５　

問
曰
門
外
牛
車
者
為
於
一
仏
乗
教
喩
為
当
分（

┌
㋑
㋺
別
）

説
三
中（
中
：
㋑
乗
㋺
車
）

大
乗

６　

教
喩
也　
　
　

答
曰
門
外
牛
車
以
同
仏
乗
故
為
出
一
仏
乗
教

７　

喩
亦
為
分
別
説
三
中
大
乗
教
喩
也

［
三
六
丁
表
］

１　

難
曰
若（

若
～
２
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
以
同
仏
乗
故
為
於
一
仏
乗
教
喩
亦
為

２　

分
別
説
三
中
大
乗
教
喩
者
有
二
相
違
若
言
為
於
一
仏
乗
教

３　

喩
者（

┌
㋑
㋺
其
）

於
一
仏
乗
有（
有
：
㋑
㋺
教
）

法
花
之
前（
┌
㋑
㋺
已
）

被
演
説
何
教（
教
：
㋑
㋺
故
）

法
花
経
方
便（
便
：
㋑
㋺
＋
品
）

４　

偈
云
所
以
未
曽
説
々
時
未
至
故
今
正
是
其
時
決
定
説
大
乗

５　

若
言
為
分
別
説
三
中
大
乗
教（

教
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

喩
者
違
天
親
菩
薩
法
花
論（
┌
㋑
㋺
前
）

説

６　

法
異
後
説
法
異
也

７　
　
　

北（
北
～［
三
六
丁
裏
］１
州
：
㋑
㋺
○
）

轅
会
釈

［
三
六
丁
裏
］

１　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
六
問
難
曰
若（

若
～
６
後
説
法
異
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
以

２　

同
仏
乗
故
為
於
一
仏
乗
教
喩
亦
為
分
別
説
三
中
大
乗
教
喩
者

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
三



３　

有
二
相
違　

若
云
為
於
一
仏
乗
教
喩
者
其
於
一
仏
乗
有
法
花

４　

前
已
被
演
説
何
故
法
花
品
偈
云
所
以
未
曽
説
之
時
未
至
故

５　

今
正
是
其
時
決
定
説
大
乗
若
言
為
分
別
説
三
中
大
教
喩
違

６　

天
親
菩
薩
法
花
論
之
前
後
前
説
法
異
後
説
法
異

７　

今
愍
授
教
云
門
外
牛
車
為
於
一
仏
乗
喩
亦
分
別
説
三
中
大

［
三
七
丁
表
］

１　

乗
教（

教
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

喩
何
以
故
不
定
姓
二
乗
従
四
十
年
前
一
乗
根
機
未
淳
熟
故

２　

且
於
一
仏
乗
分（

┌
㋑
㋺
別
）

説
三
至
法
花
会
不
定
姓（
姓
：
㋑
㋺
性
）

二
乗
根
機
淳
熟
故
説

３　

唯
一
仏
乗
無
有
余
乗
約
不
定
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

二
乗
者
一
乗
三
乗
其
名
雖
別
而

４　

躰
不
別
何
者
前
未
廻
心
名
二
乗
者
不
名
一
乗
廻
心
以
後
唯
有
一

５　

乗
無
有
二
乗
由
此
応
知
前
説
三
乗
後
説
一
乗
無
二
無
別
然
於

６　

一
仏
乗
分
別
説
三
者
但
約
不
定
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

二
乗
而
説
非
拠
頓
証（
証
：
㋑
㋺
悟
）

菩
薩
説

７　

何
者（

者
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

四
十
年
以
前
雖
為
頓
証（
証
：
㋑
㋺
悟
）

説
一
乗
教
而
未
説
会
二
一
乗
今
至
法
花

［
三
七
丁
裏
］

１　

会
説
破
二
一
乗
故
云
今
正
是
其
時
決
定
説
大
乗
也

２　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

３　

山
家
救
云
此
釈
不
爾
㆒

問（
問
：
㋑
門
）
答
相
違
故
山
家
不
同問

門
外
羊
車
亦
復

４　

不
問
門
外
鹿
車
但
問
門
外
牛
車
喩
一
喩
大
得
不
得
意
今
北

５　

轅
者
何
標
句
中
挙
両
得
喩
釈
文
云（

云
：
㋑
㋺
之
中
）

説（└
㋑
㋺
羊
）

鹿
人
汝
不
会
釈
門

６　

外
露
地
引
車
与
車
喩
大
喩
一
仮
実
同
異
因
果（

果
：
㋑
○
）
所
由
但
説

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
四



７　

不
定
姓（
姓
：
㋑
㋺
性
）

声
聞
独
覚
根
熟
不
熟（
┌
㋑
果
）
豈
不
問
答
小
大
相
■違

耶

［
三
八
丁
表
］

１　

若
大
乗
之
中
不
立
権
実
者
歴
劫
与
直
道
何
以
得（

┌
㋑
㋺
別
）

異
顕
教
与

２　

秘
教
将
有
雑
乱
失
故
無
量
義
経
云
次
説
方
等
十
二
部
経
摩
訶

３　

般
若
花
厳（

厳
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

海
空
宣
説
菩
薩
歴
劫
修
行
〈
已
上
／
経
文
〉
当
知
是（
是
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

歴
劫
菩
薩
乗

４　

諸
大
乗
教
者
門
外
之
牛
車
所
喩
諸
大
乗
也

５　

又
云
善
男
子
是
則
諸
仏
不
可
思
議
甚
深
境
界
非
二
乗
所
知
亦
非

６　

十
住
菩
薩
所
及
唯
仏
与
仏
乃
能
究
了
又
云
其
有
衆
生
不
得
聞
者

７　

当
知
是
等
為
失
大
利
乃
至
云
所
以
者
何
不
知
菩
蔵提

大
直（
直
道
：
㋑
㋺
道
直
）

道（└
㋑
㋺
故
）

〈
已
上
／
経
文
〉

［
三
八
丁
裏
］

１　

当
知
大
道（

道
直
：
㋑
㋺
直
道
）

直
故
者
露
地
云之

牛
車
所
喩
於
一
仏（
┌
㋑
㋺
乗
）

也
夫（夫：
㋑
㋺
大
）

勝
鬘
経
中

２　

為
四
乗
故
演
説
帯
権
破
二
二（

二
：
㋑
ナ
シ
㋺
一
）

乗
其
不
定
姓
二
乗
之
人
得　　（
成
異
：
㋑
㋺
知
成
）

成下

異上

３　

仏
其
定
姓
二
乗（
乗
：
㋑
ナ
シ
）

入
位
之
人
未
智
成
仏
深
蜜（
蜜
：
㋑
㋺
密
）

経
中
普
為
甚発

趣

４　

一
切
乗
者
演
説
帯
権
会
二
一
乗
其
不
定
姓（

姓
：
㋑
㋺
性
）

二
乗
之
人
一
道
出
生

５　

死
其
定
性（

性
：
㋑
㋺
姓
）

二
乗
人入

位
之
人
未（
未
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

廻
心
向
大
法
花
経
中
正
直
捨
方
便

６　

但
説
無
上
道
爾
時
門
外
三
車
分
段
運
極
歴
劫
菩
薩
不
知
所

７　

趣
故
経
云
不
退
諸
菩
薩
其
数
如
恒
沙
一
心
共
思
求（

求
：
㋑
来
）
亦
復
不
能
知
〈
已
上
／
経
文
〉

［
三
九
丁
表
］

１　

当
知
門
外
牛
車
者
為（

┌
㋑
㋺
出
）

火
宅
故
方
便
知
所
作
已
出
火
宅
故
運

２　

用
於
此
書（

書
：
㋑
㋺
尽
）

唯
有
名
字
亦
乗（
乗
：
㋑
㋺
無
）

実
義
北
轅
者
何
得
喩
於
一
明
知

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
五



３　

北
轅
所
釈
都
無
道
理
不
■足
得（
得
：
㋑
埽
㋺
帰
）

信
也
是
故
未（
未
：
㋑
ナ
シ
）

免
其
難
也

４　
　
　

山
家
問
難

５　
　
　

問
門
外
牛
車
運
第
七

６　

問
門
外
牛
車
者
為
但
運
出
此
世
間
為
当
亦
運
出
彼
出
世
間
耶

７　

答
曰
門
外
牛
車
者
已
出
二
乗
外
故
運
出
彼
出
世
間
也

［
三
九
丁
裏
］

１　

難
曰
若（

若
～
間
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
者
為
運
出
世
間
者
違
法
花
経
第
二
譬

２　

喩
品
云
是
以（

以
：
㋑
㋺
為
）

方
便
為
説
三
乗
令（
令
：
㋑
㋺
今
）

諸
衆
生
知
三
界
苦
開
示
演

３　

説
出
世
間
◦道

也

４　
　
　

北（
北
～
５
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

５　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
七
問
難
曰
若（

若
～
７
道
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
者

６　

運
出
彼
出
世
間
者
違
法
花
経
譬
喩
品
云
是
以
方
便
為
説
三

７　

乗
令
諸
衆
生
知
三
界
苦
開
示
演
説
出
世
間
道
今〽

愍
授（
授
教
：
㋑
㋺
教
授
）

教
云

［
四
〇
丁
表
］

１　

汝
不
知
出
世
間
出（

┌
㋑
㋺
出
）

世
差
別
迷
執
大
乗
一
乗
別
有
差
別
今
当
釈
之

２　

初
二
三
地
修
施（

┌
㋑
㋺
戒
脩
）

相
同
世
間
人
故
名
世
間
四
五
六
地
作
出
世
菩
提
分
法

３　

現
同
二
乗
人
故
名
出
世
七
地
以
上
能
作
無
相
現
超
前
出
世
故
名
出
■々

４　

世
間
是（
┌
㋑
㋺
不
）

為
一
乗
大
乗
差
別
説（
説
：
㋑
㋺
証
）

也

５　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

６　

山
家
救
云
此
釈
不
爾
草
樹
之
位
不
次
第
故
俱
者（

者
：
㋑
㋺
舎
）

所
説
三
祇
百
劫

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
六



７　

修
練
菩
薩
是
上
草
乗
豈
不
羊
乗
行
菩
薩
哉

［
四
〇
丁
裏
］

１　

般
若
所
説
三
乗
共
地
修
無
言
道
躰
法
菩
薩
是
小
樹
菩（

菩
薩
是
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

薩
是
乗

２　

豈
不
象
無乗

行
菩
薩
哉
瓔
珞
所
説
七
階
次
第
歴
劫
修
行
独
菩
薩
等

３　

是
大
樹
乗
豈
不
口日

日（
日
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

月
神
通
乗
行
菩
薩
哉

４　

花
厳
所
説
行
布
門
中
説（└
㋑
㋺
斯
）

出融

即
行（
行
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

豈
不
声
聞
神
通
乗
行
菩
薩

５　

乎
法
花
所
説
龍
女
献
珠
即
身
転
男
南
方
成
仏
是
則
円
教
於
最

６　

実
◦事

六
即
之
位
豈
不
如
来
神
通
乗
行
菩
薩
北
轅
者
共
行
十
地
引

７　

配
三
乗
此
不
正
義
今
汝
所
釈
地
不
出
世
意
今
正
義
者
出
分
段
火

［
四
一
丁
表
］

１　

宅（
┌
㋑
㋺
名
出
世
間
出
変
易
細
宅
名
出
出
世
間
施
権
三
車
空
許
門
外
但
出
分
段
宅
）

故
経
云
開
示
演
説
出
世
間
道
露
地
牛
車
給（
給
：
㋑
㋺
絡
）

諸
子
等
直
至
道

２　

場
豈
不
出
変
易
哉
北
轅
所
尊
有  

為  

無
道（
道
：
㋑
㋺
常
）

夢
裏
仏
果
空
指
門

３　

外
故
不
能
遠
出
変
易
世
間
是
故
未
免
其
難
至
心
発
願  

々  

４　

合（
合
：
㋑
㋺
令
）

一
切
有
心
者
皆
昇
露
地
白
牛
車
也

５　
　
　

山
家
問
難

６　
　
　

問
三
子
出
宅
願
何
車
第
八

７　

問
曰
三
子
出
宅
即
為
ム

願
ト
ヤ

各
自
乗
ノ

車
ヲ㆒

為
当
同
願
牛
車
㆒

耶（
耶
：
㋑
㋺
也
）

［
四
一
丁
裏
］

１　

答
曰
羊
車
鹿
車
者
為
ノ

求
ン
カ

牛
車
ヲ㆒

故
ニ

出
ル
カ

於
火
宅
ヲ㆒

故
云（
云
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

同
ク

願
牛
車
也

２　

難
曰
羊（

羊
～
３
者
：
㋑
㋺
○
）

車
鹿
車
者
為
求
牛
車
㆒

故
ニ

出
於
火
宅
故
ニ

同
ク

願
ハ
ヽ

牛
車
ヲ㆒

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
七



３　

者
違
法
花
経
第
二
譬
喩
品
ノ

偈
云
如
前
所
許
諸
子
出
来
当
以

４　

三
車
随
汝
所
欲
今
正
是
時
唯
垂
給（

給
：
㋑
㋺
絡
）

与
也

５　
　
　

北（
北
～
６
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

６　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
八
問
難
曰
羊（

羊
～［
四
二
丁
表
］１
与
：
㋑
㋺
○
）

車
鹿
車
為
求
牛

７　

車
故
出
於
火
宅
故
同
願
牛
車
者
違
法
花
経
譬
喩
品
云
如
前

［
四
二
丁
表
］

１　

所
許
諸
子
出
来
当
以
三
車
随
汝
所
欲
今
正
是
時
唯
垂
給
与
㆒

２　

今
愍
教
授
云
汝
偏
執（
┌
㋑
㋺
文
）

迷
義
汝
当
知
不
定
性
二
乗
舎
利
弗
等
法

３　

花（
┌
㋑
㋺
経
）

会
時
廻
心
向
大
得
変
易
生
雖
出（
┌
㋑
㋺
於
）

火
宅
猶
乗
羊
鹿
車
未
乗

４　

牛
車
経
二
万
劫
方
到
十
信（

┌
㋑
㋺
初
従
此
十
信
）

復
逕
一
阿
僧
祇
劫（
┌
㋑
㋺
至
初
）

歓
喜
地
方
当
乗
牛

５　

車
雖
出
火
宅
猶
名
索
牛
車
故
不
違
経
也（

也
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

６　
　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

７　

山
家
救
云
北
轅
者
恒
執
権
義
深
迷
実
文
耶（

耶
：
㋑
邪
）
推
定
不
義
偽
会
真

［
四
二
丁
裏
］

１　

了
経
汝
今（

今
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

所
釈
相
違
問
意
所
以
者
何
山
家
所
問
諸
子
出
宅
願

２　

何
車
耶
有
人
拠
旧
賛（

賛
：
㋑
㋺
替
）

云
羊
車
鹿
車
為
求
牛
車
㆒

故
出（
┌
㋑
㋺
於
）

火
ヽ（ヽ：
㋑
㋺
ナ
シ
）

３　

宅
是
故
作
難
行（
行
：
㋑
㋺
引
）

経
今
北
轅
者
無
智
自
眼
転
妄
謂
大
日
転

４　

汝
羊
鹿（

┌
㋑
㋺
車
）

索
牛
車
者
文
義
俱
偽
言
文
偽
者
其
法
花
経
中
都

５　

無
此
文
故
言
義
偽
者
小
乗
二
子
無
求
牛
車
㆒

各
願
自
乗（
┌
㋑
㋺
故
）

是
故

６　

経
云
爾
時
諸
子
知
父
安
坐
皆
詣
父
所
而
白
父
言
願
賜
我
等
三

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
八



７　

種
宝
車
〈
已
上
／
経
文
〉
明
知
北
轅
者
枕
中
不
定
歴
劫
索
車
是
大
妄（
妄
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

語

［
四
三
丁
表
］

１　

故
相
違
経
是
故
未
免
其
難（

難
：
㋑
㋺
＋
也
）

２　
　

山
家
問
難

３　
　

問
三
車
之
中
牛
車
為
方
便
為
真
実
第
九

４　

問
曰
三
車
之
中
ノ

牛
車
ハ

為
方
便
㆒ト
ヤ

為
真
実
ト㆒

耶（
耶
：
㋑
㋺
＋
答
曰
三
車
之
中
牛
車
者
為
真
実
也
）

５　

難
曰
若（
若
～
者
：
㋑
㋺
○
）

言
三
車
之
中
牛
車
為
真
実
㆒

者
違
法
花
経
第
二

６　

譬
喩
品
偈
云
即
便
思
惟
設
諸
方
便
告
諸
子
等
我
有
種
々
珍

７　

玩
之
具
妙
宝
好
車
羊
車
鹿
車
牛（

牛
車
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

車
大
牛
之
車
今
在
門

［
四
三
丁
裏
］

１　

外
汝
等
出
来
吾
為
汝
等
造
作
此
車
随
以（

以
：
㋑
㋺
意
）

所
楽
可
以
遊
戯
也

２　
　

北（
北
～
３
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

３　

奥
州
北
轅
者
通
曰
第
九
問
難
曰（

曰
～
６
戯
：
㋑
㋺
○
）

答
若
言
三
車
之
中
牛
車
為

４　

真
実
者
違
法
花
経
譬
喩
品
云
設
諸
方
便
告
諸
子
等
我
有

５　

種
々
珍
玩
之
具
妙
宝
好
車
羊
車
鹿
車
大
牛
之
車
今
在

６　

門
外
汝
等
出
来
吾
為
汝
等
造
作
此
車
随
意
所
欲
可
以
遊
戯

７　

今
愍
教
授
云
此
問
不
異
前
問
故
准
前
答
可
観（

観
：
㋑
㋺
知
）

之
也

［
四
四
丁
表
］

１　
　

山（
山
～
難
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

家
救
難

２　

山
家
救
云
北
轅
者
見
難
越
嘖
常
准
上（

┌
㋑
㋺
天
）

答
都
不
述
同
由
暫

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
一
九



３　

慰
弟
子
情
今（
┌
㋑
㋺
示
難
）

越
文（文：
㋑
㋺
父
）

合
中
人
信
心
山
家
所
引（
┌
㋑
㋺
経
）

文
云
設
諸
方
便
告

４　

諸
子
等
我
有
種
々
珍
玩
之
具
妙
宝
好
車
羊
車
鹿
車
大
牛

５　

之
車
今
在
門
外
云（

云
々
：
㋑
㋺〈
已
上
経
文
〉）

々

６　

当
知
設
諸
方
便
言
至
極
難
得
越
羊
鹿
牛
車
今
在
門
外

７　

已
不
指
牛
色
亦
不
云
露
地
三
車
俱（

俱
：
㋑
㋺
具
）

方
便（└
㋑
㋺
此
文
）

極
分
明
莫
■言

加
二

［
四
四
丁
裏
］

１　

故
三
車
為
方
便
不
順
経
文
故
前
答
已
北
走
今
准
何
向
南
也

２　

是
故
未
免
其（

其
難
也
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

難
㆒

也

３　
　

山
家
問
難

４　
　

問
門
外
牛
車
喩
菩
薩
乗
故
為
何（

何
：
㋑
㋺
河
）

海
（
└
㋑
㋺
為
）第十

５　

問（
┌
㋑
㋺
曰
）

門
外
牛
車
喩
菩
薩
乗
故
為
相
摂
何（
何
：
㋑
㋺
河
）

喩
為
相
摂
海
喩
耶

６　

答
曰
門
外
牛
車
喩
大
乗
其
大
乗
即
一
乗
故
相
摂
海
喩
也

７　

難
曰
若（

若
～［
四
五
丁
表
］１
喩
者
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車
喩
大
乗
其
大
乗
即
一
乗
故
相
摂
海

［
四
五
丁
表
］

１　

喩
者
違
大
薩
遮
尼
乾
子
経
第
二
一
乗
品
云（

云
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

衆
依（依：
㋑
㋺
流
）

者
喩
声
聞
縁

２　

覚
菩
薩
海
者
喩
一
乗
㆒

也

３　
　

北（
北
～
４
州
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

轅
会
釈

４　

奥
州
北
轅
者
通
曰
末
学
者
第
十
問
難
曰
若（

若
～
６
乗
：
㋑
㋺
○
）

言
門
外
牛
車

５　

喩
大
乗
即
一
乗
故
相
摂
海
喩
者
違
尼
乾
子
経
第
二
巻
一
乗

６　

品
云
衆
流
者
菩
薩
声
聞
縁
覚
菩
薩
海
喩
一
乗

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
二
〇



７　

今
愍
教
授
云
若
説
四
乗
引
其
名
云
仏
乗
菩
薩
乗
独
覚
乗（
┌
㋑
㋺
声
聞
乗
）

此（此：
㋑
㋺
ナ
シ
）

四

［
四
五
丁
裏
］

１　

乗
中
仏
乗
為
果
三
乗
是
因
尼
乾
子
経
因
果
相
望
校
量
勝

２　

劣
三
乗
喩
流
仏
喩
海
若
俱
立
三
乗
時
即
仏
乗
摂
入
菩
薩
乗

３　

々
々
即（

┌
㋑
㋺
仏
乗
仏
乗
即
）

一
乗
々
々
即
大
乗
故
摂
論
第
八
云
声
聞
上
有
独
覚
々
々
乗

４　

上
有
菩
薩
乗（

┌
㋑
㋺
即
仏
乗
）

無
有
上
彼
雖
発
二
十
問
難
而
不（
不
遇
：
㋑
㋺
一
通
）

遇
一
執
謂
執

５　

大
乗
権
一
乗
実
此
如
中
辺
義
鏡
恵
日
羽
足
及
遮
異
見
章
広

６　

述
善
彼
三
部
章
当
除
邪（

邪
：
㋑
㋺
耶
）

執
也

７　
　
　

山
家
救
難

［
四
六
丁
表
］

１　

山
家
救
云
北
轅
者
会
釈
都
不
応
道
理
権
実
雑
乱
没
仏
因
故

２　

夫
三
乗
之
権
因
為
上
中
下
根
分
別
説
三
故
一
乗
之
仏
因
為

３　

上
上
根
故
開
三
顕
一
故
是
故（

故
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

涅
槃
経
云
下
智
観
故
得
声
聞
菩

４　

提（
提
：
㋑
㋺
薩
）

中
智
観
故
得
縁
覚
菩
提（
提
：
㋑
㋺
薩
）

上
智
観
故
得
菩
薩
菩（
菩
提
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

提
上
々
智
観

５　

故
得
仏
菩
提（

提
：
㋑
㋺
薩
）

〈
已
上
／
経
文
〉
当
知（
知
観
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

観
智
之
因
因（
因
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

已
四
人
別
所
得
之

６　

果
何
得
因（

因
：
㋑
㋺
同
）

一
但
除
違
因
権
果
耳
若
但
立
三
因
不
立
仏
因
者

７　

上
々
智
観
於
汝
無
分
三
乗
淡
流
是
北（

┌
㋑
㋺
轅
）

分
耳
法
花（
┌
㋑
㋺
経
）

序
分

［
四
六
丁
裏
］

１　

無
量
義
経
時
已
説
菩
薩
及
池
江（

┌
㋑
㋺
河
）

及
渓（渓：
㋑
㋺
漢
）

渠
大
海
等
水
喩
遮
歴

２　

劫
大
乗
存
直
道
仏
乗
況
正
説
之
中
正
直
捨
方
便
但
説
無

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
二
一



３　

上
道
又
解
髻
中（
┌
㋑
中
）
明
珠
給
四
驚
実
衆
況
復
滅
度
後
募

４　

一
句
聞
経
与
授
成
仏
記
若
如
北
轅
義
唯
有
三
乗
之
衆
流

５　

入
於
権
乗
果
仏
海
一
乗
円
機
具
縛（

縛
：
㋑
㋺
溥
）

者
都
無
入
於
一
乗
海
若

６　

爾
者
法
花
一
仏
乗
衆
生
無
入
分
若
爾
者
六
根
清
浄
無
配
人

７　

豈
一
乗
大
海
無
始
入
已
入（

┌
㋑
㋺
到
）

彼
岸
人
哉
明
知
北
轅
所
立

［
四
七
丁
表
］

１　

相
望
因
果（

┌
㋑
㋺
因
）

権（└
㋑
㋺
果
権
）

相
即
一
大
権（
┌
㋑
㋺
一
権
）

大
汝
不
発
上
々
一
仏
乗
観
智
何

２　

得
真
内
証
本
来
有
三
徳（

徳
：
㋑
㋺
淡
）

汝
所
尊
仏
果
許
無
漏
有
為
念

３　

々
生（

┌
㋑
㋺
生
）

滅
故
権
因
所
対
故
但
名
権
仏
果
是
故
未
免
其
難
也

４　

若
求
内
証
者
因（

因
：
㋑
㋺
固
）

不
応
信
文
但
除
方
便
機
今
北
轅
者
二
十

５　

会
釈
亦
不
過
一
執
謂
四
乗
真
実
一
乗
方
便
此
義
如
守
護
国

６　

界
章
照
権
実
鏡
一
乗
義
集
等
広
説

７　

夫
三
乗
方
便
諸
仏
所
説
三
乗
唯
名
天
親
所
釈
貞
観
以
後

［
四
七
丁
裏
］

１　

来
唐
三
蔵
究
竟
一
乗
為
至
実
教
貞
観
以
前
三
蔵
人

２　

師
三
乗
為
権
一
乗
為
実
今
挙
一
説
以
為
亀
鏡
有
心
北
轅
改

３　

轍
向
越
云
爾

４　

鴻
臚
少
卿
対
希
顔
大
乗
権
実
対
弁
盤
節
義
序
品（

品
：
㋑
㋺
云
）

夫

５　

摩
尼
無
色
衆
色
而
為
■（

■
：
㋑
㋺
衆
）

真
如
離（
離
：
㋑
㋺
雑
）

言
仮
群
言
以
設
教
是

６　

以
大
雲
遍
灑
則
随
分
受
其
栄
一
音
伝
暢
乃
権
実
蒙
其
益

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
二
二



７　

而
権
也
者
有
二
乗
焉
有
菩
薩
焉
実
也
者
有
菩
薩
焉
有
如

［
四
八
丁
表
］

１　

来
焉
乍
若
四
海河

皆
濬
俱
出（
┌
㋑
㋺
於
）

大
池
而
十
山
分
峰
珠
戒（
戒
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

形

２　

於
巨
海
学（

学
：
㋑
㋺
孛
）

者
四（四牛
：
㋑
㋺
窂
）

牛
詳
其
至（
至
：
㋑
㋺
室
）

頤
師
説
各
住
於
己
宗
失
之
一

３　

言
乖
以
千
里
即
如
解
深
蜜（

蜜
：
㋑
㋺
密
）

仏
地
阿
毘
達
磨（
磨
：
㋑
㋺
摩
）

経
等
瑜
伽
雑

４　

集
唯
識
論
等
皆
為
権
宗
以
其
有（

有
為
：
㋑
㋺
為
有
）

為
無
為
唯
即
唯
別
未
果（
果
：
㋑
㋺
＋
尽
）

５　

其
至
極
也
若
花
厳
涅
槃
勝
鬘
楞
伽
密
厳
経
等
智
度
中
観
宝（
宝
：
㋑
㋺
実
）

６　

性
起
信
論
等
皆
為
実
教
以
其
有
為
無
為（
為
：
㋑
㋺
有
）

鎔
融
即　　（
㋑
㋺
雑
）

性〻
便
可
示

７　

其
究
竟
也
語
道
則
理
教
恒
設
因
人
乃
奥（

奥
：
㋑
㋺
興
）

衰
有
時
自
貞

［
四
八
丁
裏
］

１　

観
十
九
年
権
宗
大
振
実
義
将（

将
：
㋑
得
）
隠
趣
時
変
者
挙
当
代
而

２　

一
期
重
習（

習
：
㋑
㋺
智
）

性
者
失
正
途
以
万
計
求（
┌
㋑
㋺
求
）

法
者
既
北
轅
而
適
越
仏（
仏
～
３
法
無
：
㋑
㋺
執
迷
者
則
夏
虫
以
疑
氷
嵯
乎
是
縁
舎
也
魔
力
井
能
遮
耶
因
集
也
仏
徳
）

３　

法
無
無
由
止
若
乃
菩
提
果
極
而
言
生
滅
尚
存
有
無
之
見
不
亡（
亡
：
㋑
㋺
已
）

４　

則
以
為
断
常
永
離（
離
：
㋑
㋺
雑
）

於
平
等
境
執
有
差
別
謂
離（
離
：
㋑
㋺
雑
）

言
性
依

５　

主
得
名
若（

若
蔵
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

蔵
斯
之
徒
寔
繁
其
類
豈
只
違
害
仏
之

６　

至
教
亦
乃
情（

情
誤
：
㋑
㋺
論
設
）

誤
無
数
衆
生
可
為
長
歎
息（
┌
㋑
㋺
者
）

也
北
轅
山
家
各

７　

護
仏
法
夢
裏
観（

観
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

如
洮
汰
権
実
了
因
智
種
已
有
此
巻

［
四
九
丁
表
］

１　

見
聞（

聞
：
㋑
㋺
円
）

信
謗
俱
為（
┌
㋑
㋺
仏
）

因
定
見
弥
勒
同
受
仏
記
也

２　

身
延
文
庫
蔵
『
決
権
実
論
』
の
翻
刻
と
対
校

一
二
三



３　

決
権
実
論
一（
一
巻
：
㋑
㋺
ナ
シ
）

巻

註（　

）
1	

◯写
久
遠
寺
・
西
教
寺
正
教
蔵
（
元
久
三
写
）・
実
蔵
坊
真
如
蔵　

◯版
寛
永
古

活
字
版
―
茶
図
成
簣
、
万
治
三
版
―
大
谷
・
東
北
大
狩
野
・
竜
谷
・
叡
山
天
海
、

刊
年
不
明
―
東
大
・
東
洋
大
哲
学
堂
・
立
正
（『
国
書
総
目
録
』
三
・
八
七
頁
）

（　

）
2	

伝
全
二
・
七
二
二
。

（　

）
3	

こ
の
脱
落
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
吉
田
慈
順
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
、
今
回
、
身
延
文
庫
本
を
改
め
て
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
い
く

つ
か
の
文
字
を
吉
田
（
二
〇
二
二
）
の
翻
刻
か
ら
修
正
し
た
。
特
に
大
き
な
変

更
と
し
て
、
吉
田
（
二
〇
二
二
）
で
「
明
発0

三
蔵
」
と
し
て
い
た
箇
所
を
「
明

支0

三
蔵
」
に
改
め
て
い
る
。
吉
田
（
二
〇
二
二
）
の
執
筆
当
時
は
、
こ
の
文
字

の
判
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
親
円
の
『
華
厳
宗
種
性
義
抄
』（
一
〇
一
九

年
成
立
）
が
引
用
す
る
神
昉
『
種
姓
差
別
集
』
の
逸
文
に
、『
大
荘
厳
論
』
の

訳
者
を
「
明
発
三
蔵
」（
大
正
七
二
・
六
二
上
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
倣
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
珍
海
（
一
〇
九
一
―
一
一
五
二
）
の
『
三
論
玄
疏
文

義
要
』
が
『
大
荘
厳
論
』
の
訳
者
を
「
明
支
三
蔵
」（
大
正
七
〇
・
二
九
一

中
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
字
形
の
観
点
か
ら
も
「
支
」
の
方
が
適
切

で
あ
る
と
判
断
し
て
、
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（　

）
4	

伝
全
二
・
六
八
三
。

（　

）
5	

新
版
日
蔵
七
七
・
一
三
上
。

（　

）
6	

安
藤
・
薗
田
（
一
九
七
四
）、
三
八
三
頁
。

（　

）
7	

安
藤
・
薗
田
（
一
九
七
四
）、
二
五
二
頁
。

（　

）
8	

大
竹
（
二
〇
二
一
）、
四
四
頁
。

（　

）
9	

翻
刻
の
一
丁
裏
３
―
４
行
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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。
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